
5月16日（土）



2



3



4



5



6



7



8



9



令和元年度冬期座談会
ご意見・ご要望に
お答えします

　令和元年度の冬期座談会を、２月に管内138会場で開催しました。この座談会は組合員の皆様と
の意思疎通をはかり、意見や要望をJAの事業運営に反映させようと開催しているものです。
　ご意見・ご要望としていただいた中から、一部につきまして正式回答いたします。

和
2
年
3
月
に
団
体
認
証
を
取
得
し

ま
し
た
。つ

や
姫
の
生
産
面
積
基
準
を
引

き
下
げ
て
も
ら
え
な
い
か
。

つ
や
姫
は
、
山
形
県
が
育
種
し

た
品
種
の
た
め
山
形
県
と
島
根

県
が
契
約
を
結
び
、
栽
培
の
許
可
を
頂

い
て
お
り
ま
す
。
栽
培
要
件
に
つ
い
て

は
、「
島
根
県
産
つ
や
姫
」
の
販
売
数

量
の
確
保
と
安
定
し
た
出
荷
を
進
め
る

た
め
、
島
根
県
が
栽
培
面
積
を
概
ね
30

a
以
上
と
決
め
て
お
り
ま
す
。Ｊ
Ａ
と

し
て
も
島
根
県
と
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
生

産
面
積
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
は
、
要

望
と
し
て
島
根
県
へ
お
伝
え
い
た
し
ま

す
。
現
在
「
島
根
県
つ
や
姫
」
は
、
３

年
連
続
「
特
Ａ
」
を
獲
得
し
市
場
評
価

も
高
く
、
実
需
者
か
ら
の
要
望
数
量
に

応
え
き
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
の
で
、

生
産
の
拡
大
に
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

サ
ポ
カ
ー
補
助
金
に
つ
い
て
教

え
て
欲
し
い
。

65
歳
以
上
の
方
が
、
緊
急
自
動

ブ
レ
ー
キ
と
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違

農
地
の
貸
し
借
り
に
つ
い
て

J
A
を
介
し
た
契
約
が
で
き
な

く
な
る
と
聞
い
た
が
、
今
後
は
農
地
の

貸
し
借
り
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
ま

た
ど
こ
へ
相
談
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

法
律
改
正
に
よ
り
、Ｊ
Ａ
が
仲

介
し
て
契
約
す
る
農
地
利
用
集

積
円
滑
化
事
業
は
取
扱
い
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
。
今
後
は
し
ま
ね
農
業
振
興

公
社
が
仲
介
す
る
中
間
管
理
事
業
で
の

貸
し
借
り
と
な
り
ま
す
。
な
お
、Ｊ
Ａ

と
し
て
は
中
間
管
理
事
業
の
業
務
委
託

を
受
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
引

き
続
き
各
営
農
セ
ン
タ
ー
に
て
相
談
・

事
務
手
続
き
を
実
施
し
ま
す
。

美
味
し
ま
ね
認
証
が
変
わ
る
っ

て
本
当
で
す
か
。

令
和
2
年
2
月
段
階
で
、
美
味

し
ま
ね
認
証
は
、
青
ね
ぎ
・
し

い
た
け
・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
・
神
在
ね
ぎ
・
ぶ
ど
う
の
６
生
産

部
会
で
現
在
認
証
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
に
は
上
位
認
証
で
あ
る

「
美
味
し
ま
ね
認
証
ゴ
ー
ル
ド
」
に
完

全
移
行
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、

各
部
会
で
上
位
認
証
取
得
へ
の
取
り
組

み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
い
た
け
部

会
に
つ
い
て
は
他
部
会
に
先
駆
け
、
令

ど
う
育
て
る
か
」
な
ど
、
お
客
様
の
資

産
運
用
・
形
成
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
支
店
ま
で
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

自
動
車
共
済
に
加
入
し
て
い
る

が
、
万
が
一
事
故
に
遭
っ
た
場

合
ど
こ
に
連
絡
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

万
が
一
事
故
に
遭
わ
れ
た
場
合

は
、
平
日 

8
時
30
分
〜
17
時

は
自
動
車
安
心
サ
ポ
ー
ト
課

　（
0
8
5
3
-2
1
-6
0
2
3
）

平
日
時
間
外
と
土
・
日
・
祝
祭
日
は

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　（
0
1
2
0
-2
5
8
-9
3
1
）

ま
で
ご
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
G
P
S
機
能
等
を

利
用
し
て
、
電
話
発
信
と
と
も
に
必
要

な
情
報
を
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
安
心
サ
ー

ビ
ス
窓
口
に
送
信
す
る
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

「
Ｊ
Ａ
共
済
く
る
ま
の
ミ
カ
タ
」
も
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

組
合
員
が
受
け
る
こ
と
の
で
き

る
健
康
診
断
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
の
か
。

通
常
の
特
定
健
診
の
内
容
に
加

え
て
、
動
脈
硬
化
や
腹
部
エ

コ
ー
等
の
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
を
セ
ッ
ト

出
来
る
「
組
合
員
健
診
」、
よ
り
詳
し

い
検
査
を
約
１
時
間
で
行
え
る
「
組
合

員
人
間
ド
ッ
ク
」、
そ
し
て
農
業
に
従

事
さ
れ
て
い
る
方
や
Ｊ
Ａ
女
性
部
に
加

入
し
て
お
ら
れ
る
方
に
は
胸
部
Ｃ
Ｔ
検

査
等
の
あ
る
お
得
な
「
農
業
者
・
女
性

部
健
診
」
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
の
助
成
に
よ
り
、
お
得
に

受
診
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
各

地
区
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
年

に
１
回
は
必
ず
健
康
診
断
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ
は
ふ
れ
あ
い
福
祉
課

　（
0
8
5
3
-2
1
-6
0
1
3
）

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
支
店
統
廃
合
の
予
定
は
あ

る
の
か
。

令
和
元
年
度
は
自
治
単
位
が
同

じ
地
区
に
つ
き
ま
し
て
、
7
月

に
①
出
雲
・
今
市
支
店
、
令
和
2
年
2

月
に
②
荒
茅
・
園
支
店
、③
塩
冶
・
有

原
支
店
の
店
舗
を
再
編
し
ま
し
た
。
今

後
の
店
舗
再
編
に
つ
き
ま
し
て
は
、
信

用
共
済
収
益
が
大
幅
に
減
少
す
る
厳
し

い
状
況
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
店
舗
機

能
の
見
直
し
や
店
舗
統
廃
合
を
総
合
的

に
検
討
し
ま
す
。

い
時
加
速
抑
制
機
能
の
両
方
を
備
え
た

車
を
購
入
す
る
場
合
、
新
車
登
録
車
で

10
万
円
（
軽
自
動
車
7
万
円
）、
中
古

車
で
4
万
円
が
補
助
さ
れ
ま
す
。
緊
急

自
動
ブ
レ
ー
キ
の
み
を
搭
載
し
た
車
に

対
し
て
は
新
車
登
録
車
が
6
万
円
（
軽

自
動
車
3
万
円
）、
中
古
車
は
2
万
円

が
補
助
さ
れ
ま
す
。（
対
象
期
間

2
0
2
1
年
1
月
31
日
ま
で
）

ラ
ピ
タ
で
の
支
払
に
つ
い
て

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
払
い
は
Ｅ
ｄ

ｙ
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
あ
る
が
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
ア
プ
リ
で
も
支

払
が
出
来
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

令
和
２
年
３
月
下
旬
よ
り
、
ラ

ピ
タ
全
店
食
品
レ
ジ
（
本
店
セ

ル
フ
レ
ジ
を
除
く
）
に
て
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

決
済
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　「
P
a
y
P
a
y
（
ペ
イ
ペ
イ
）」

「
L
I
N
E 

P
a
y
（
ラ
イ
ン
ペ
イ
）」

「
ｄ
払
い
」「
A
l
i 

P
a
y
（
ア
リ
ペ

イ
）」「
W
e
C
h
a
t 

P
a
y
（
ウ
ィ

チ
ャ
ッ
ト
ペ
イ
）」
の
５
種
類
が
対
応
可

能
で
、
更
に
傍
線
の

Ｑ
Ｒ
決
済
は
経
産
省

の
『
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

消
費
者
還
元
事
業
』

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

現
在
メ
モ
リ
ア
の
会
会
員
で
あ

る
が
、
自
分
が
会
員
と
い
う
こ

と
を
家
族
は
知
る
こ
と
が
出
来
る
か
。

会
員
の
有
無
は
Ｊ
Ａ
内
で
把
握

し
て
お
り
『
メ
モ
リ
ア
会
員
特

典
』
を
適
用
し
た
対
応
を
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
の
で
ご
安
心
下
さ
い
。
ま

た
、
令
和
２
年
よ
り
新
規
お
よ
び
既
存

会
員
で
葬
儀
を
施
行
さ
れ
た
方
に
は
家

族
内
で
会
員
加
入
の
情
報
を
共
有
で
き

る
よ
う
に
簡
易
な
会
員
証
（
マ
ジ
ッ
ク

シ
ー
ト
）
を
お
配
り
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
活
用
下
さ
い
。

マ
イ
ナ
ス
金
利
の
影
響
で
貯
金

利
息
が
ほ
と
ん
ど
つ
か
な
い
状

況
だ
が
、
他
の
金
融
機
関
の
よ
う
に
投

資
信
託
や
株
式
な
ど
の
商
品
を
取
り

扱
っ
て
い
る
の
か
。

低
金
利
状
態
が
続
く
な
か
、
お

客
様
の
「
資
産
運
用
」
や
「
資

産
形
成
」
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
一
昨

年
よ
り
本
格
的
に
投
資
信
託
販
売
の
取

り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。
出
雲
地
区

本
部
に
お
け
る
投
資
信
託
の
預
か
り
残

高
は
、
令
和
2
年
1
月
末
現
在
で

1
7
7
百
万
円
と
な
り
、
開
始
以
来
順

調
に
お
取
引
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
予
想
さ
れ
る
情
勢
下
で
「
資
産
を

営
農
部
門

自
動
車
燃
料
部
門

共
済
部
門

企
画
総
務
部
門

生
活
部
門

金
融
部
門

IZUMO
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査
を
約
１
時
間
で
行
え
る
「
組
合

員
人
間
ド
ッ
ク
」、
そ
し
て
農
業
に
従

事
さ
れ
て
い
る
方
や
Ｊ
Ａ
女
性
部
に
加

入
し
て
お
ら
れ
る
方
に
は
胸
部
Ｃ
Ｔ
検

査
等
の
あ
る
お
得
な
「
農
業
者
・
女
性

部
健
診
」
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
の
助
成
に
よ
り
、
お
得
に

受
診
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
各

地
区
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
年

に
１
回
は
必
ず
健
康
診
断
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ
は
ふ
れ
あ
い
福
祉
課

　（
0
8
5
3
-2
1
-6
0
1
3
）

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
支
店
統
廃
合
の
予
定
は
あ

る
の
か
。

令
和
元
年
度
は
自
治
単
位
が
同

じ
地
区
に
つ
き
ま
し
て
、
7
月

に
①
出
雲
・
今
市
支
店
、
令
和
2
年
2

月
に
②
荒
茅
・
園
支
店
、③
塩
冶
・
有

原
支
店
の
店
舗
を
再
編
し
ま
し
た
。
今

後
の
店
舗
再
編
に
つ
き
ま
し
て
は
、
信

用
共
済
収
益
が
大
幅
に
減
少
す
る
厳
し

い
状
況
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
店
舗
機

能
の
見
直
し
や
店
舗
統
廃
合
を
総
合
的

に
検
討
し
ま
す
。

い
時
加
速
抑
制
機
能
の
両
方
を
備
え
た

車
を
購
入
す
る
場
合
、
新
車
登
録
車
で

10
万
円
（
軽
自
動
車
7
万
円
）、
中
古

車
で
4
万
円
が
補
助
さ
れ
ま
す
。
緊
急

自
動
ブ
レ
ー
キ
の
み
を
搭
載
し
た
車
に

対
し
て
は
新
車
登
録
車
が
6
万
円
（
軽

自
動
車
3
万
円
）、
中
古
車
は
2
万
円

が
補
助
さ
れ
ま
す
。（
対
象
期
間

2
0
2
1
年
1
月
31
日
ま
で
）

ラ
ピ
タ
で
の
支
払
に
つ
い
て

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
払
い
は
Ｅ
ｄ

ｙ
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
あ
る
が
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
ア
プ
リ
で
も
支

払
が
出
来
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

令
和
２
年
３
月
下
旬
よ
り
、
ラ

ピ
タ
全
店
食
品
レ
ジ
（
本
店
セ

ル
フ
レ
ジ
を
除
く
）
に
て
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

決
済
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　「
P
a
y
P
a
y
（
ペ
イ
ペ
イ
）」

「
L
I
N
E 

P
a
y
（
ラ
イ
ン
ペ
イ
）」

「
ｄ
払
い
」「
A
l
i 

P
a
y
（
ア
リ
ペ

イ
）」「
W
e
C
h
a
t 

P
a
y
（
ウ
ィ

チ
ャ
ッ
ト
ペ
イ
）」
の
５
種
類
が
対
応
可

能
で
、
更
に
傍
線
の

Ｑ
Ｒ
決
済
は
経
産
省

の
『
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

消
費
者
還
元
事
業
』

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

現
在
メ
モ
リ
ア
の
会
会
員
で
あ

る
が
、
自
分
が
会
員
と
い
う
こ

と
を
家
族
は
知
る
こ
と
が
出
来
る
か
。

会
員
の
有
無
は
Ｊ
Ａ
内
で
把
握

し
て
お
り
『
メ
モ
リ
ア
会
員
特

典
』
を
適
用
し
た
対
応
を
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
の
で
ご
安
心
下
さ
い
。
ま

た
、
令
和
２
年
よ
り
新
規
お
よ
び
既
存

会
員
で
葬
儀
を
施
行
さ
れ
た
方
に
は
家

族
内
で
会
員
加
入
の
情
報
を
共
有
で
き

る
よ
う
に
簡
易
な
会
員
証
（
マ
ジ
ッ
ク

シ
ー
ト
）
を
お
配
り
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
活
用
下
さ
い
。

マ
イ
ナ
ス
金
利
の
影
響
で
貯
金

利
息
が
ほ
と
ん
ど
つ
か
な
い
状

況
だ
が
、
他
の
金
融
機
関
の
よ
う
に
投

資
信
託
や
株
式
な
ど
の
商
品
を
取
り

扱
っ
て
い
る
の
か
。

低
金
利
状
態
が
続
く
な
か
、
お

客
様
の
「
資
産
運
用
」
や
「
資

産
形
成
」
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
一
昨

年
よ
り
本
格
的
に
投
資
信
託
販
売
の
取

り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。
出
雲
地
区

本
部
に
お
け
る
投
資
信
託
の
預
か
り
残

高
は
、
令
和
2
年
1
月
末
現
在
で

1
7
7
百
万
円
と
な
り
、
開
始
以
来
順

調
に
お
取
引
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
予
想
さ
れ
る
情
勢
下
で
「
資
産
を

営
農
部
門

自
動
車
燃
料
部
門

共
済
部
門

企
画
総
務
部
門

生
活
部
門

金
融
部
門
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　ＪＡしまね出雲地区本部では、より機能性・効率性を重視した渉外体制構築のため、令

和２年３月１日よりブロック・基幹支店に推進課を新設いたしました。推進課長の管理の

もと、専門知識を有する複合渉外員８０名が、皆様のお役に立てるよう日々活動しており

ますので、変わらぬご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

複合渉外員に
ご相談ください！

　共済業務を専門に担当し、ＪＡ共済についての専門知識を持った職員です。皆様の人

生設計を一緒に考え、安心して暮らせる未来に向けてサポートさせていただきます。

私たち

Ｌ系（旧ＬＡ：ライフアドバイザー）

複合渉外員は業務内容で「Ｌ系」「Ｆ系」「複合」に区分しています。

塩 冶 支 店塩 冶 支 店

藤井　美穂子

F 系

荒木　達哉

F 系

三原　朱理

F 系

高橋　めぐみ

L 系

田部　優作

L 系

福田　慶子

L 系

出 雲 支 店

岡　真彦

F 系

澄田　亨

L 系

馬庭　拓也

L 系

大 津 支 店大 津 支 店

笠谷　洋貴

L 系

出雲支店出雲支店

森山　孝介

L 系

石田　雄平

L 系

有富　良介

L 系

吾郷　ルミ子伊藤　迪子

四 絡 支 店四 絡 支 店
F 系 F系

槇原　里恵森山　貴行矢頭　翔小梶　佳樹齋藤　淳子

川 跡 支 店川 跡 支 店

　貯金や融資といった信用業務についての専門知識を持った職員

です。貯金・ローン・年金など、何でもお気軽にご相談ください。

Ｆ系（旧ＦＡ：ファイナンシャルアドバイザー）

　Ｌ系、Ｆ系の複合渉外員の業務を総合的に行う職員です。

複合

中 部 ブ ロ ッ ク  中 部 南 推 進 課

中 部 ブ ロ ッ ク  中 部 北 推 進 課

福田　昌平

F 系

松村　直記

F 系

前田　駿

F 系

多久和　寛子

F 系

伊藤　恵美 錦織　教子

課 長

曽田　大介

L 系

石飛　勝幸

支店長

上津支店上津支店

長岡　繁

課 長

高 浜 支 店高 浜 支 店

田辺　美穂子

L 系

山﨑　邦裕

F 系

複 合複 合複 合複 合複 合

複 合

IZUMO
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河 南 ブ ロ ッ ク  推 進 課

南 部 ブ ロ ッ ク  推 進 課

中村　将太

長浜支店長浜支店

多 伎 支 店多 伎 支 店

黒田　涼子

F 系

野津　翔矢

L 系

千葉　勝

L 系

高橋　勇人

F 系

後藤　久士

F 系

湖 陵 支 店湖 陵 支 店

岡　直子

L 系

矢田　昭夫

L 系

三原　絵里子

F 系

大野　晃裕

F 系

大 社 支 店大 社 支 店

矢田　絵梨

L 系

高橋　英克

L 系

北村　卓也

朝 山 支 店朝 山 支 店佐 田 支 店佐 田 支 店

西 田 支 店西 田 支 店

坂本　真理子

F 系

花岡　裕樹

L 系

験馬　大哲

L 系

灘 分 支 店灘 分 支 店

常松　明希

F 系

加納　康崇

L 系

田中　理恵

L 系

原　正明

F 系

国 富 支 店国 富 支 店

柳浦　寿行

L 系

平 田 東 支 店平 田 東 支 店

釜屋　寛子

F 系

岡　万理恵

L 系

原　悟

L 系

荒 木 支 店荒 木 支 店

板垣　加奈

F 系

錦織　純子

L 系

川中　浩平

L 系

三谷　陽介

西 部 ブ ロ ッ ク  推 進 課
高 松 支 店高 松 支 店

黒田　真弘

L 系

周藤　康介

L 系

山岡　将司

L 系

原　愛美竹田原　大

F 系F 系

遙堪支店遙堪支店

稗原支店稗原支店

山根　滉大

落合　由男

神 西 支 店神 西 支 店

伊藤　千尋

L 系

米原　大地

L 系

花田　宏美

F 系

神田　智史

L 系

勝部　めぐみ

F 系

後藤　浩行 倉橋　光浩

土江　登

L 系

勝部　秀一

L 系

飯塚　幹夫

F 系

米山　友章

L 系

名原　鈴佳

F 系

松本　達也

F 系

神 戸 川 支 店神 戸 川 支 店

坂根　直子

L 系

小川　由希子

L 系

高橋　広人

L Ａ
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東 部 ブ ロ ッ ク  推 進 課

常松　真希

L 系

山口　実矢子

L 系

川上　理恵

L 系

久家　良子三木　康裕

平 田 中 央 支 店平 田 中 央 支 店
F 系 F 系

井上　学

課 長

係 長 課 長
課 長

課 長

複 合複 合

複 合

複 合
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県の普及員から苗木の切り返し作業を教わる片地さん

入
植
し
ま
し
た
。
リ
ー
ス
料
の
一
部
を

県
・
Ｊ
Ａ
で
支
援
し
ま
す
。
し
い
た
け
栽
培

は
力
仕
事
が
少
な
く
天
候
に
も
左
右
さ
れ
に

く
い
な
ど
で
新
規
生
産
者
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
ハ
ウ
ス
の
建
設
等
、
初
期
投
資
が
か
か

り
ま
す
。
空
調
・
潅
水
設
備
の
整
っ
た
ハ
ウ

ス
を
リ
ー
ス
し
、
負
担
を
軽
減
し
ま
し
た
。

　
出
雲
市
神
西
新
町
の
ハ
ウ
ス
に
入
植
し
た

森
山
智
美
さ
ん
は
「
設
備
が
整
っ
て
い
て
当

初
か
ら
順
調
に
収
穫
で
き
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
の

パ
ッ
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
隣
で
、
す
ぐ
出
荷

で
き
る
の
も
助
か
り
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
い
ち
じ
く
団
地
は
、
総
事
業
費
９
３
４
万

円
（
国
が
整
備
費
用
の
１
／
２
を
補
助
）
で

57
ア
ー
ル
を
造
成
し
、
新
規
就
農
者
２
人
が

入
植
し
ま
し
た
。
い
ち
じ
く
は
苗
木
が
育
ち

収
穫
で
き
る
ま
で
３
年
程
度
か
か
り
ま
す
。

し
い
た
け
同
様
に
リ
ー
ス
料
の
一
部
を
支
援

す
る
ほ
か
、
国
の
事
業
を
活
用
し
て
未
収
益

期
間
の
育
成
費
用
を
支
援
し
ま
す
。

　
い
ち
じ
く
団
地
造
成
を
き
っ
か
け
に
就
農

し
た
片
地
孝
之
さ
ん
は
「
潅
水
設
備
が
整
っ

て
い
て
水
回
り
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
収

穫
で
き
る
こ
ろ
ま
で
リ
ー
ス
料
の
支
払
い
が

な
く
、
経
済
面
も
計
算
が
立
ち
ま
す
」
と
メ

リ
ッ
ト
を
話
し
ま
す
。
産
地
振
興
に
意
欲
を

見
せ
、「
出
雲
の
ブ
ラ
ン
ド
『
多
伎
い
ち
じ

く
』
の
維
持
・
発
展
に
貢
献
し
た
い
」
と
力

強
く
語
り
ま
し
た
。

　
ハ
ウ
ス
、
団
地
と
も
に
３
月
に
入
植
者
に

引
渡
し
、
菌
床
し
い
た
け
は
す
で
に
収
穫
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
が
、

菌
床
し
い
た
け
ハ
ウ
ス
と
い
ち
じ
く

団
地
の
リ
ー
ス
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

特
産
「
神
々
の
国
　
出
雲
し
い
た
け
」

を
栽
培
す
る
同
Ｊ
Ａ
出
雲
し
い
た
け

部
会
は
、
年
々
販
売
金
額
を
伸
ば
し

活
気
づ
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
産

地
拡
大
に
つ
な
げ
よ
う
と
、Ｊ
Ａ
が
リ
ー
ス

事
業
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
い
ち
じ
く
団
地

は
、
特
産
「
多
伎
い
ち
じ
く
」
の
産
地
活
性

化
と
耕
作
放
棄
地
対
策
の
一
環
で
地
元
が
要

望
し
た
も
の
で
す
。
潅
水
・
排
水
設
備
を
備

え
た
団
地
と
、
樹
体
を
リ
ー
ス
し
ま
す
。

　
菌
床
し
い
た
け
ハ
ウ
ス
は
、
総
事
業
費
１

億
４
９
０
万
円
（
国
が
建
設
費
用
の
１
／
２

を
補
助
）
で
11
棟
（
17
ア
ー
ル
）
を
建
設

し
、
新
規
就
農
者
４
人
を
含
む
８
経
営
体
が

　
同
地
区
本
部
は
、
新
た
な
担
い
手
対
策
と

し
て
平
成
25
年
度
に
リ
ー
ス
事
業
を
開
始

し
、
こ
れ
ま
で
に
ぶ
ど
う
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

ハ
ウ
ス
の
建
設
、
柿
団
地
の
造
成
を
行
い
ま

し
た
。
菌
床
し
い
た
け
、
い
ち
じ
く
は
今
回

が
初
と
な
り
ま
す
。

　
農
事
組
合
法
人
沖
下
営
農
組
合
の
設
立
総
会

が
３
月
７
日
、
神
門
町
の
沖
下
集
会
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
法
人
の
優
遇
措
置
の
活
用
で
経
営
基
盤
を
よ

り
安
定
さ
せ
る
た
め
、特
定
農
業
団
体
か
ら
法
人

化
し
、組
合
員
数
22
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
神
門
町
沖
下
地
区
で
は
土
地
改
良
事
業
を

き
っ
か
け
に
農
地
集
積
が
進
み
、
転
作
団
地
で

そ
ば
・
二
条
大
麦
の
二
毛
作
栽
培
が
定
着
し
て
い

ま
す
。
沖
下
営
農
組
合
は
そ
の
取
り
組
み
主
体

と
し
て
、
作
物
の
安
定
生
産
、
コス
ト
削
減
に
努

め
、
水
田
農
業
の
維
持
・
発
展
に
貢
献
し
て
き

ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
法
人
設
立
に
よ
り
魅
力
あ
る
経

営
、
後
継
者
の
確
保
等
を
進
め
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
を
さ
ら
に
拡
充
・
強
化
す
る
と
と
も

に
、
新
た
な
作
物
へ
も
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
を
申

し
合
わ
せ
ま
し
た
。

菌
床
し
い
た
け
・
い
ち
じ
く
の
リ
ー
ス
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
担
い
手
確
保
で
産
地
拡
大
目
指
す

農
事
組
合
法
人
沖
下
営
農
組
合

　
　
　
　
　
設
立
総
会
開
催

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
き
ゅ
う
り
部
会
は
３
月
17

日
、
同
Ｊ
Ａ
湖
陵
支
店
で
今
年
産
の
出
荷
協

議
会
を
開
き
ま
し
た
。
今
年
の
春
作
の
作
付

面
積
は
、
前
年
比
10
・
８
％
増
の
１
２
９
・
６

ア
ー
ル
。秋
作
も
合
わ
せ
て
販
売
金
額
６
０
０
０

万
円
を
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。

　
協
議
会
で
は
、
４
月
12
日
の
共
選
・
共
販

開
始
に
向
け
出
荷
方
法
な
ど
を
確
認
し
ま
し

た
。
ま
た
、
早
期
の
売
り
場
確
保
に
つ
な
げ
よ

う
と
、
今
年
は
試
験
的
に
共
選
開
始
ま
で
の

個
選
分
も
、
共
販
で
取
り
扱
い
、
専
用
ダ
ン

ボ
ー
ル
で
部
会
と
し
て
出
荷
し
ま
し
た
。

　
同
部
会
の
石
飛
政
樹
部
会
長
は
「
栽
培
面

積
が
増
え
て
い
る
。
他
の
市
場
に
も
声
を
か

け
、
販
売
を
強
化
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を

話
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
地
元
市
場
へ
の
出
荷

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
今
年
は
山
陰
の
他
市

場
への
出
荷
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
、Ｊ
Ａ
共
済
連
島
根
、
県
農
協

共
済
福
祉
事
業
団
は
、
交
通
事
故
防
止
を
願

い
、
毎
年
県
内
の
新
中
学
１
年
生
に
「
夜
光

反
射
材
」
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。
出
雲
地
区

本
部
で
は
今
年
度
、
管
内
の
13
校
に
合
わ
せ
て

反
射
タ
ス
キ
９
３
６
本
、反
射
テ
ー
プ
１
３
９
１

個
を
贈
り
ま
し
た
。
　

　
３
月
12
日
に
は
、
市
立
第
二
中
学
校
で
贈

呈
式
を
行
い
、
同
地
区
本
部
の
珍
部
誠
副
本

部
長
が
伊
藤
成
二
校
長
に
趣
意
書
と
目
録
を

手
渡
し
ま
し
た
。
伊
藤
校
長
は
「
生
徒
が
つ

け
て
い
る
反
射
材
は
運
転
す
る
側
か
ら
と
て
も

よ
く
見
え
る
。
毎
年
い
た
だ
い
き
、
交
通
事
故

防
止
に
役
立
っ
て
い
る
」
と
感
謝
の
意
を
表
し

ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
Ｊ
Ａ
共
済
で
は
、
出
雲
市
へ
の

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
贈
呈
な
ど
を
通
じ
て
交
通
事
故

未
然
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
機
能
性
農
産
物
の
推
進
に
取
り
組
む
Ｊ
Ａ

し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー
は

３
月
24
日
、Ｊ
Ａ
所
原
店
と
同
営
農
セ
ン
タ
ー

で
、
ア
シ
タ
バ
、
金
時
生
姜
、
エ
ゴマ
の
栽
培
講

習
会
を
開
き
ま
し
た
。
中
山
間
地
域
で
収
益

に
つ
な
が
る
作
物
を
推
進
し
、
耕
作
放
棄
地
を

減
ら
す
目
的
で
す
。

　
エ
ゴマ
は
昨
年
か
ら
集
荷
を
始
め
、
健
康
食
品

を
取
扱
う
株
式
会
社
い
づ
も
農
縁
に
加
工
原
料

と
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。昨
年
は
５
人
が
栽
培

し
２
０
０
キ
ロ
を
出
荷
。今
年
は
27
人
に
増
え
、

2.2
ヘク
タ
ー
ル
で
の
栽
培
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
同
営
農
セ
ン
タ
ー
の
原
崇
セ
ン
タ
ー
長
は
「
エ

ゴマ
は
イ
ノ
シ
シ
等
の
被
害
に
遭
い
に
く
く
、
他

の
野
菜
に
比
べ
れ
ば
手
間
も
少
な
い
と
見
て
い

ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
、

農
家
所
得
向
上
、
不
作
付
け
地
の
減
少
に
つ

な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
は
３
月
25
日
、Ｊ

Ａ
シ
ニ
ア
女
子
大
学
の
３
月
講
座
で
書
道
を
学

び
ま
し
た
。
文
化
書
道
島
根
県
連
合
会
理
事

長
・
事
務
局
長
の
錦
織
文
子
さ
ん
（
同
女
性

部
副
部
長
）
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
楷
書
や
行
書
な
ど
の
書
体
の
種

類
、
書
き
順
の
大
切
さ
、
書
道
を
は
じ
め
る

と
き
の
基
本
の
身
に
つ
け
方
な
ど
を
説
明
。
錦

織
さ
ん
は
「
教
本
に
よ
っ
て
書
き
や
す
い
字
、

書
き
に
く
い
字
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
に

合
っ
た
も
の
を
使
い
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
全
員
で
写
経
を
体
験
し
ま
し
た
。

未
経
験
者
が
大
半
で
し
た
が
、
時
間
を
か
け

て
一
字
一
字
丁
寧
に
写
し
書
き
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
女
子
大
学
生
は
「
す
べ
て
を
忘
れ

て
集
中
で
き
た
」「
心
が
落
ち
着
い
た
」
な
ど
と

感
想
を
話
し
ま
し
た
。

出
雲
き
ゅ
う
り
部
会
出
荷
協
議
会

面
積
増
で
６
０
０
０
万
円
目
指
す

交
通
安
全
の
願
い
を
込
め
て

　
　
中
学
校
に
反
射
材
贈
る

エ
ゴ
マ
栽
培
講
習
会
開
催

　
　
南
部
地
区
で
面
積
拡
大

い
ず
も
Ｊ
Ａ
シ
ニ
ア
女
子
大
学

３
月
講
座「
書
道
」

菌床しいたけを収穫する森山さん

設立総会を開催

伊藤校長（左）に趣意書と目録を手渡す珍部副本部長

集中して写経をする女子大学生

講習会では種まきの実演などを行った

出荷方法を協議する部会員、ＪＡ職員ら

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！

いずもほっとニュースいずもほっとニュース
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県の普及員から苗木の切り返し作業を教わる片地さん

入
植
し
ま
し
た
。
リ
ー
ス
料
の
一
部
を

県
・
Ｊ
Ａ
で
支
援
し
ま
す
。
し
い
た
け
栽
培

は
力
仕
事
が
少
な
く
天
候
に
も
左
右
さ
れ
に

く
い
な
ど
で
新
規
生
産
者
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
ハ
ウ
ス
の
建
設
等
、
初
期
投
資
が
か
か

り
ま
す
。
空
調
・
潅
水
設
備
の
整
っ
た
ハ
ウ

ス
を
リ
ー
ス
し
、
負
担
を
軽
減
し
ま
し
た
。

　
出
雲
市
神
西
新
町
の
ハ
ウ
ス
に
入
植
し
た

森
山
智
美
さ
ん
は
「
設
備
が
整
っ
て
い
て
当

初
か
ら
順
調
に
収
穫
で
き
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
の

パ
ッ
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
隣
で
、
す
ぐ
出
荷

で
き
る
の
も
助
か
り
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
い
ち
じ
く
団
地
は
、
総
事
業
費
９
３
４
万

円
（
国
が
整
備
費
用
の
１
／
２
を
補
助
）
で

57
ア
ー
ル
を
造
成
し
、
新
規
就
農
者
２
人
が

入
植
し
ま
し
た
。
い
ち
じ
く
は
苗
木
が
育
ち

収
穫
で
き
る
ま
で
３
年
程
度
か
か
り
ま
す
。

し
い
た
け
同
様
に
リ
ー
ス
料
の
一
部
を
支
援

す
る
ほ
か
、
国
の
事
業
を
活
用
し
て
未
収
益

期
間
の
育
成
費
用
を
支
援
し
ま
す
。

　
い
ち
じ
く
団
地
造
成
を
き
っ
か
け
に
就
農

し
た
片
地
孝
之
さ
ん
は
「
潅
水
設
備
が
整
っ

て
い
て
水
回
り
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
収

穫
で
き
る
こ
ろ
ま
で
リ
ー
ス
料
の
支
払
い
が

な
く
、
経
済
面
も
計
算
が
立
ち
ま
す
」
と
メ

リ
ッ
ト
を
話
し
ま
す
。
産
地
振
興
に
意
欲
を

見
せ
、「
出
雲
の
ブ
ラ
ン
ド
『
多
伎
い
ち
じ

く
』
の
維
持
・
発
展
に
貢
献
し
た
い
」
と
力

強
く
語
り
ま
し
た
。

　
ハ
ウ
ス
、
団
地
と
も
に
３
月
に
入
植
者
に

引
渡
し
、
菌
床
し
い
た
け
は
す
で
に
収
穫
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
が
、

菌
床
し
い
た
け
ハ
ウ
ス
と
い
ち
じ
く

団
地
の
リ
ー
ス
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

特
産
「
神
々
の
国
　
出
雲
し
い
た
け
」

を
栽
培
す
る
同
Ｊ
Ａ
出
雲
し
い
た
け

部
会
は
、
年
々
販
売
金
額
を
伸
ば
し

活
気
づ
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
産

地
拡
大
に
つ
な
げ
よ
う
と
、Ｊ
Ａ
が
リ
ー
ス

事
業
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
い
ち
じ
く
団
地

は
、
特
産
「
多
伎
い
ち
じ
く
」
の
産
地
活
性

化
と
耕
作
放
棄
地
対
策
の
一
環
で
地
元
が
要

望
し
た
も
の
で
す
。
潅
水
・
排
水
設
備
を
備

え
た
団
地
と
、
樹
体
を
リ
ー
ス
し
ま
す
。

　
菌
床
し
い
た
け
ハ
ウ
ス
は
、
総
事
業
費
１

億
４
９
０
万
円
（
国
が
建
設
費
用
の
１
／
２

を
補
助
）
で
11
棟
（
17
ア
ー
ル
）
を
建
設

し
、
新
規
就
農
者
４
人
を
含
む
８
経
営
体
が

　
同
地
区
本
部
は
、
新
た
な
担
い
手
対
策
と

し
て
平
成
25
年
度
に
リ
ー
ス
事
業
を
開
始

し
、
こ
れ
ま
で
に
ぶ
ど
う
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

ハ
ウ
ス
の
建
設
、
柿
団
地
の
造
成
を
行
い
ま

し
た
。
菌
床
し
い
た
け
、
い
ち
じ
く
は
今
回

が
初
と
な
り
ま
す
。

　
農
事
組
合
法
人
沖
下
営
農
組
合
の
設
立
総
会

が
３
月
７
日
、
神
門
町
の
沖
下
集
会
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
法
人
の
優
遇
措
置
の
活
用
で
経
営
基
盤
を
よ

り
安
定
さ
せ
る
た
め
、特
定
農
業
団
体
か
ら
法
人

化
し
、組
合
員
数
22
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
神
門
町
沖
下
地
区
で
は
土
地
改
良
事
業
を

き
っ
か
け
に
農
地
集
積
が
進
み
、
転
作
団
地
で

そ
ば
・
二
条
大
麦
の
二
毛
作
栽
培
が
定
着
し
て
い

ま
す
。
沖
下
営
農
組
合
は
そ
の
取
り
組
み
主
体

と
し
て
、
作
物
の
安
定
生
産
、
コス
ト
削
減
に
努

め
、
水
田
農
業
の
維
持
・
発
展
に
貢
献
し
て
き

ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
法
人
設
立
に
よ
り
魅
力
あ
る
経

営
、
後
継
者
の
確
保
等
を
進
め
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
を
さ
ら
に
拡
充
・
強
化
す
る
と
と
も

に
、
新
た
な
作
物
へ
も
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
を
申

し
合
わ
せ
ま
し
た
。

菌
床
し
い
た
け
・
い
ち
じ
く
の
リ
ー
ス
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
担
い
手
確
保
で
産
地
拡
大
目
指
す

農
事
組
合
法
人
沖
下
営
農
組
合

　
　
　
　
　
設
立
総
会
開
催

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
き
ゅ
う
り
部
会
は
３
月
17

日
、
同
Ｊ
Ａ
湖
陵
支
店
で
今
年
産
の
出
荷
協

議
会
を
開
き
ま
し
た
。
今
年
の
春
作
の
作
付

面
積
は
、
前
年
比
10
・
８
％
増
の
１
２
９
・
６

ア
ー
ル
。秋
作
も
合
わ
せ
て
販
売
金
額
６
０
０
０

万
円
を
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。

　
協
議
会
で
は
、
４
月
12
日
の
共
選
・
共
販

開
始
に
向
け
出
荷
方
法
な
ど
を
確
認
し
ま
し

た
。
ま
た
、
早
期
の
売
り
場
確
保
に
つ
な
げ
よ

う
と
、
今
年
は
試
験
的
に
共
選
開
始
ま
で
の

個
選
分
も
、
共
販
で
取
り
扱
い
、
専
用
ダ
ン

ボ
ー
ル
で
部
会
と
し
て
出
荷
し
ま
し
た
。

　
同
部
会
の
石
飛
政
樹
部
会
長
は
「
栽
培
面

積
が
増
え
て
い
る
。
他
の
市
場
に
も
声
を
か

け
、
販
売
を
強
化
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を

話
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
地
元
市
場
へ
の
出
荷

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
今
年
は
山
陰
の
他
市

場
への
出
荷
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
、Ｊ
Ａ
共
済
連
島
根
、
県
農
協

共
済
福
祉
事
業
団
は
、
交
通
事
故
防
止
を
願

い
、
毎
年
県
内
の
新
中
学
１
年
生
に
「
夜
光

反
射
材
」
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。
出
雲
地
区

本
部
で
は
今
年
度
、
管
内
の
13
校
に
合
わ
せ
て

反
射
タ
ス
キ
９
３
６
本
、反
射
テ
ー
プ
１
３
９
１

個
を
贈
り
ま
し
た
。
　

　
３
月
12
日
に
は
、
市
立
第
二
中
学
校
で
贈

呈
式
を
行
い
、
同
地
区
本
部
の
珍
部
誠
副
本

部
長
が
伊
藤
成
二
校
長
に
趣
意
書
と
目
録
を

手
渡
し
ま
し
た
。
伊
藤
校
長
は
「
生
徒
が
つ

け
て
い
る
反
射
材
は
運
転
す
る
側
か
ら
と
て
も

よ
く
見
え
る
。
毎
年
い
た
だ
い
き
、
交
通
事
故

防
止
に
役
立
っ
て
い
る
」
と
感
謝
の
意
を
表
し

ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
Ｊ
Ａ
共
済
で
は
、
出
雲
市
へ
の

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
贈
呈
な
ど
を
通
じ
て
交
通
事
故

未
然
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
機
能
性
農
産
物
の
推
進
に
取
り
組
む
Ｊ
Ａ

し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー
は

３
月
24
日
、Ｊ
Ａ
所
原
店
と
同
営
農
セ
ン
タ
ー

で
、
ア
シ
タ
バ
、
金
時
生
姜
、
エ
ゴマ
の
栽
培
講

習
会
を
開
き
ま
し
た
。
中
山
間
地
域
で
収
益

に
つ
な
が
る
作
物
を
推
進
し
、
耕
作
放
棄
地
を

減
ら
す
目
的
で
す
。

　
エ
ゴマ
は
昨
年
か
ら
集
荷
を
始
め
、
健
康
食
品

を
取
扱
う
株
式
会
社
い
づ
も
農
縁
に
加
工
原
料

と
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。昨
年
は
５
人
が
栽
培

し
２
０
０
キ
ロ
を
出
荷
。今
年
は
27
人
に
増
え
、

2.2
ヘク
タ
ー
ル
で
の
栽
培
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
同
営
農
セ
ン
タ
ー
の
原
崇
セ
ン
タ
ー
長
は
「
エ

ゴマ
は
イ
ノ
シ
シ
等
の
被
害
に
遭
い
に
く
く
、
他

の
野
菜
に
比
べ
れ
ば
手
間
も
少
な
い
と
見
て
い

ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
、

農
家
所
得
向
上
、
不
作
付
け
地
の
減
少
に
つ

な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
は
３
月
25
日
、Ｊ

Ａ
シ
ニ
ア
女
子
大
学
の
３
月
講
座
で
書
道
を
学

び
ま
し
た
。
文
化
書
道
島
根
県
連
合
会
理
事

長
・
事
務
局
長
の
錦
織
文
子
さ
ん
（
同
女
性

部
副
部
長
）
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
楷
書
や
行
書
な
ど
の
書
体
の
種

類
、
書
き
順
の
大
切
さ
、
書
道
を
は
じ
め
る

と
き
の
基
本
の
身
に
つ
け
方
な
ど
を
説
明
。
錦

織
さ
ん
は
「
教
本
に
よ
っ
て
書
き
や
す
い
字
、

書
き
に
く
い
字
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
に

合
っ
た
も
の
を
使
い
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
全
員
で
写
経
を
体
験
し
ま
し
た
。

未
経
験
者
が
大
半
で
し
た
が
、
時
間
を
か
け

て
一
字
一
字
丁
寧
に
写
し
書
き
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
女
子
大
学
生
は
「
す
べ
て
を
忘
れ

て
集
中
で
き
た
」「
心
が
落
ち
着
い
た
」
な
ど
と

感
想
を
話
し
ま
し
た
。

出
雲
き
ゅ
う
り
部
会
出
荷
協
議
会

面
積
増
で
６
０
０
０
万
円
目
指
す

交
通
安
全
の
願
い
を
込
め
て

　
　
中
学
校
に
反
射
材
贈
る

エ
ゴ
マ
栽
培
講
習
会
開
催

　
　
南
部
地
区
で
面
積
拡
大

い
ず
も
Ｊ
Ａ
シ
ニ
ア
女
子
大
学

３
月
講
座「
書
道
」

菌床しいたけを収穫する森山さん

設立総会を開催

伊藤校長（左）に趣意書と目録を手渡す珍部副本部長

集中して写経をする女子大学生

講習会では種まきの実演などを行った

出荷方法を協議する部会員、ＪＡ職員ら

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！

いずもほっとニュースいずもほっとニュース
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Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会
の
販
売

戦
略
部
門
が
、「
恋
ぶ
ど
う
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
戦
略
を
進
め
て
い
ま

す
。
販
売
促
進
イ
ベ
ン
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
ほ
か
、
今
シ
ー
ズ
ン
は

よ
り
多
く
の
人
の
目
に
触
れ
る
よ
う
、
ポ

ス
タ
ー
３
０
０
枚
を
作
成
し
ま
し
た
。
出

雲
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
Ｊ
Ａ
の
各
施
設
へ

の
掲
示
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
販
売
戦
略
部
門
は
、
同
部
会
が
平
成
30

年
11
月
に
作
成
し
た
「
産
地
活
性
化
プ
ラ

ン
」
を
実
践
す
る
た
め
の
グ
ル
ー
プ
の
一

つ
で
す
。
若
手
生
産
者
、
県
、
市
、Ｊ
Ａ
の

職
員
ら
約
20
人
で
構
成
し
、
令
和
２
年
産

の
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
検
討
を
重
ね
て
い

ま
す
。

　「
ぶ
ど
う
」
と
「
縁
結
び
」
を
紐
付
け
る

「
も
っ
と
恋
し
よ
♡
縁
む
す
ぶ
ど
う
プ
ロ

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
稲
作
研
究
会
が

稲
作
共
励
会
を
開
き
、
令
和
元
年
度

の
入
賞
者
を
決
め
ま
し
た
。
会
員
相

互
の
栽
培
技
術
の
研
鑽
と
高
品
質
・

良
食
味
米
の
安
定
生
産
に
資
す
る
目

的
で
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
の
影
響
で
全
体
で
の
表
彰
式
は
行
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
３
月
に
入
賞
者
そ
れ
ぞ

れ
に
表
彰
状
を
手
渡
し
、
会
員
に
周
知
し

ま
し
た
。

　
今
年
産
は
、
５
月
の
高
温
に
よ
る
根
痛

み
の
発
生
、
６
月
中
旬
か
ら
７
月
下
旬
ま

で
の
低
温
と
日
照
不
足
に
よ
る
穂
数
の
減

少
、
梅
雨
明
け
後
の
高
温
に
よ
る
稲
体
の

老
化
な
ど
、
水
稲
栽
培
に
厳
し
い
気
象
条

件
と
な
り
、
収
量
は
平
年
を
下
回
る
結
果

出
雲
の「
恋
ぶ
ど
う
」

「
縁
結
び
」と
イ
メ
ー
ジ
を
紐
付
け

稲
作
共
励
会
入
賞
者
決
ま
る

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
稲
作
研
究
会

コシヒカリの部最優秀賞の兼折利隆さん

今年作成したポスター
　『出雲は恋とぶどうの産地です。 』　

がキャッチフレーズ

きぬむすめの部最優秀賞の塩野一男さん

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
３
月

11
日
、
同
地
区
本
部
で
「
第
５
期
い
ず

も
Ｊ
Ａ
女
子
大
学
」
の
卒
業
式
を
行
い

ま
し
た
。
岡
田
達
文
学
長
（
同
地
区
本

部
長
）
が
取
得
し
た
単
位
に
応
じ
て
卒

業
証
書
・
修
了
証
書
を
授
与
し
、「
自
信

に
満
ち
溢
れ
た
晴
れ
姿
が
見
ら
れ
、
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
卒
業
後
も
地
域
、
女
性

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
Ｊ
Ａ
事
業
に
参

加
・
参
画
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
卒
業
式
に
は
10
人
が
出
席
し
、
卒
業

生
・
修
了
生
を
代
表
し
て
福
間
佳
奈
さ

ん
が
「
女
子
大
学
で
関
わ
っ
た
方
へ
の

感
謝
を
忘
れ
ず
、
学
ん
だ
こ
と
を
日
々

の
生
活
に
活
か
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。
式
後
は
一
人
ひ
と
り
写
真

や
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
い
な
が
ら
２

年
間
の
思
い
出
を
発
表
。
心
に
残
っ
た

講
座
や
、
他
の
女
子
大
生
と
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
で
振

り
返
り
、
と
も
に
学
ん
だ
仲
間
た
ち
と

思
い
を
共
有
し
ま
し
た
。

　
第
５
期
は
、
20
〜
40
代
の
女
性
組
合

員
22
人
が
入
学
し
、
２
年
間
で
、
農
業

体
験
や
調
理
実
習
、
社
会
科
見
学
な
ど

多
種
多
様
な
23
講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。

第５期卒業生

一人ひとりが全員の前で発表した

「
新
た
な
旅
立
ち
に

　
　
　
　
　
　
カ
ン
パ
イ
！

　
　
卒
業
式
・
卒
業
発
表
会
」

いずも
JA

女
子
大
通
信

一
月
講
座

農業士 地域農業のリーダーとして
後継者育成を担う

　農業士制度は、技術経営に優れ、青年農業
者の育成・指導に取り組む農業者を知事が認定
するもので、昭和４０年代に長野県、静岡県等で
発足したのが始まりです。
　島根県では昭和５１年に発足しました。指導農
業士と青年農業士の２区分が設けられ、新規就
農者の研修受け入れなどを行うほか、農林行政
への提言、地域農業の推進などの役割も担って
います。
　また、市内の農業士で出雲地方農業士会が組
織され、研修会等を通して自己研鑽にも努めてい
ます。

○ＪＡしまね出雲地区本部管内では、
現在下記の１４人の農業士の方が活
動されています。
池田　一也さん

伊藤　篤男さん

今川　孝三さん

今若　暖生さん

岡　　舗潔さん

岡　　康之さん

奥　　敏昭さん

（五十音順）

小村　　太さん

川上　哲也さん

神田　真里さん

手銭　栄二さん

西尾　　彰さん

浜村　大介さん

藤江美由紀さん

農業士とは？

ジ
ェ
ク
ト
」
は
昨
シ
ー
ズ
ン
か
ら
始
動
。

生
産
者
で
同
部
門
リ
ー
ダ
ー
の
桑
原
陽
子

さ
ん
は
「
出
雲
と
い
え
ば
縁
結
び
で
す
が
、

『
恋
』
と
『
ぶ
ど
う
』
の
甘
酸
っ
ぱ
い
イ

メ
ー
ジ
を
結
び
つ
け
、
ブ
ド
ウ
の
産
地
と

し
て
の
認
知
度
も
高
め
て
い
き
た
い
」
と

構
想
を
話
し
ま
す
。
出
雲
は
特
産
「
デ
ラ

ウ
ェ
ア
」
の
早
出
し
産
地
と
し
て
全
国
有

数
の
生
産
量
を
誇
る
な
ど
、
ぶ
ど
う
の
産

地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
よ
り
一

層
の
知
名
度
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
同
部
門
で
は
「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」
や

「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」
を
開
設
し
、
最
新
情

報
の
ほ
か
、
ブ
ド
ウ
の
生
育
の
様
子
な
ど

も
伝
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
島
根
県
立
出

雲
農
林
高
校
の
生
徒
と
連
携
し
、
ブ
ド
ウ

を
つ
か
っ
た
ス
イ
ー
ツ
も
開
発
中
で
す
。

と
な
り
ま
し
た
。

　
稲
作
共
励
会
は
、
10
ア
ー
ル
以
上
の
出

品
田
を
対
象
に
坪
刈
調
査
を
行
い
、
収
量
、

検
査
等
級
、
整
粒
歩
合
、
食
味
値
を
得
点

化
し
、
成
績
を
出
し
ま
し
た
。
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
部
に
16
点
、
き
ぬ
む
す
め
の
部
に
15

点
の
参
加
が
あ
り
、
各
部
５
人
を
入
賞
者

と
し
て
表
彰
。
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
部
は
伊
野

地
区
の
兼
折
利
隆
さ
ん
、
き
ぬ
む
す
め
の

部
は
稗
原
地
区
の
塩
野
一
男
さ
ん
が
最
優

秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
総
合
指
導

課
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
部
に
つ
い
て
「
登

熟
期
前
半
の
高
温
の
影
響
で
乳
白
粒
の
発

生
が
多
く
、
整
粒
歩
合
の
低
下
し
た
事
例

が
見
ら
れ
た
。
高
温
登
熟
性
に
勝
る
つ
や

姫
、
き
ぬ
む
す
め
へ
の
品
種
転
換
が
必
要

と
改
め
て
感
じ
た
」
と
講
評
。
き
ぬ
む
す

め
の
部
に
つ
い
て
は
「
食
味
値
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
課
題
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

４
月
か
ら
は
第
６
期
の
講
座
が

　
　
　
　
　
　
　
は
じ
ま
り
ま
す

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！

いずもほっとニュースいずもほっとニュース
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Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会
の
販
売

戦
略
部
門
が
、「
恋
ぶ
ど
う
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
戦
略
を
進
め
て
い
ま

す
。
販
売
促
進
イ
ベ
ン
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
ほ
か
、
今
シ
ー
ズ
ン
は

よ
り
多
く
の
人
の
目
に
触
れ
る
よ
う
、
ポ

ス
タ
ー
３
０
０
枚
を
作
成
し
ま
し
た
。
出

雲
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
Ｊ
Ａ
の
各
施
設
へ

の
掲
示
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
販
売
戦
略
部
門
は
、
同
部
会
が
平
成
30

年
11
月
に
作
成
し
た
「
産
地
活
性
化
プ
ラ

ン
」
を
実
践
す
る
た
め
の
グ
ル
ー
プ
の
一

つ
で
す
。
若
手
生
産
者
、
県
、
市
、Ｊ
Ａ
の

職
員
ら
約
20
人
で
構
成
し
、
令
和
２
年
産

の
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
検
討
を
重
ね
て
い

ま
す
。

　「
ぶ
ど
う
」
と
「
縁
結
び
」
を
紐
付
け
る

「
も
っ
と
恋
し
よ
♡
縁
む
す
ぶ
ど
う
プ
ロ

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
稲
作
研
究
会
が

稲
作
共
励
会
を
開
き
、
令
和
元
年
度

の
入
賞
者
を
決
め
ま
し
た
。
会
員
相

互
の
栽
培
技
術
の
研
鑽
と
高
品
質
・

良
食
味
米
の
安
定
生
産
に
資
す
る
目

的
で
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
の
影
響
で
全
体
で
の
表
彰
式
は
行
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
３
月
に
入
賞
者
そ
れ
ぞ

れ
に
表
彰
状
を
手
渡
し
、
会
員
に
周
知
し

ま
し
た
。

　
今
年
産
は
、
５
月
の
高
温
に
よ
る
根
痛

み
の
発
生
、
６
月
中
旬
か
ら
７
月
下
旬
ま

で
の
低
温
と
日
照
不
足
に
よ
る
穂
数
の
減

少
、
梅
雨
明
け
後
の
高
温
に
よ
る
稲
体
の

老
化
な
ど
、
水
稲
栽
培
に
厳
し
い
気
象
条

件
と
な
り
、
収
量
は
平
年
を
下
回
る
結
果

出
雲
の「
恋
ぶ
ど
う
」

「
縁
結
び
」と
イ
メ
ー
ジ
を
紐
付
け

稲
作
共
励
会
入
賞
者
決
ま
る

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
稲
作
研
究
会

コシヒカリの部最優秀賞の兼折利隆さん

今年作成したポスター
　『出雲は恋とぶどうの産地です。 』　

がキャッチフレーズ

きぬむすめの部最優秀賞の塩野一男さん

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
３
月

11
日
、
同
地
区
本
部
で
「
第
５
期
い
ず

も
Ｊ
Ａ
女
子
大
学
」
の
卒
業
式
を
行
い

ま
し
た
。
岡
田
達
文
学
長
（
同
地
区
本

部
長
）
が
取
得
し
た
単
位
に
応
じ
て
卒

業
証
書
・
修
了
証
書
を
授
与
し
、「
自
信

に
満
ち
溢
れ
た
晴
れ
姿
が
見
ら
れ
、
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
卒
業
後
も
地
域
、
女
性

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
Ｊ
Ａ
事
業
に
参

加
・
参
画
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
卒
業
式
に
は
10
人
が
出
席
し
、
卒
業

生
・
修
了
生
を
代
表
し
て
福
間
佳
奈
さ

ん
が
「
女
子
大
学
で
関
わ
っ
た
方
へ
の

感
謝
を
忘
れ
ず
、
学
ん
だ
こ
と
を
日
々

の
生
活
に
活
か
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。
式
後
は
一
人
ひ
と
り
写
真

や
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
い
な
が
ら
２

年
間
の
思
い
出
を
発
表
。
心
に
残
っ
た

講
座
や
、
他
の
女
子
大
生
と
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
で
振

り
返
り
、
と
も
に
学
ん
だ
仲
間
た
ち
と

思
い
を
共
有
し
ま
し
た
。

　
第
５
期
は
、
20
〜
40
代
の
女
性
組
合

員
22
人
が
入
学
し
、
２
年
間
で
、
農
業

体
験
や
調
理
実
習
、
社
会
科
見
学
な
ど

多
種
多
様
な
23
講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。

第５期卒業生

一人ひとりが全員の前で発表した

「
新
た
な
旅
立
ち
に

　
　
　
　
　
　
カ
ン
パ
イ
！

　
　
卒
業
式
・
卒
業
発
表
会
」

いずも
JA

女
子
大
通
信

一
月
講
座

農業士 地域農業のリーダーとして
後継者育成を担う

　農業士制度は、技術経営に優れ、青年農業
者の育成・指導に取り組む農業者を知事が認定
するもので、昭和４０年代に長野県、静岡県等で
発足したのが始まりです。
　島根県では昭和５１年に発足しました。指導農
業士と青年農業士の２区分が設けられ、新規就
農者の研修受け入れなどを行うほか、農林行政
への提言、地域農業の推進などの役割も担って
います。
　また、市内の農業士で出雲地方農業士会が組
織され、研修会等を通して自己研鑽にも努めてい
ます。

○ＪＡしまね出雲地区本部管内では、
現在下記の１４人の農業士の方が活
動されています。
池田　一也さん

伊藤　篤男さん

今川　孝三さん

今若　暖生さん

岡　　舗潔さん

岡　　康之さん

奥　　敏昭さん

（五十音順）

小村　　太さん

川上　哲也さん

神田　真里さん

手銭　栄二さん

西尾　　彰さん

浜村　大介さん

藤江美由紀さん

農業士とは？

ジ
ェ
ク
ト
」
は
昨
シ
ー
ズ
ン
か
ら
始
動
。

生
産
者
で
同
部
門
リ
ー
ダ
ー
の
桑
原
陽
子

さ
ん
は
「
出
雲
と
い
え
ば
縁
結
び
で
す
が
、

『
恋
』
と
『
ぶ
ど
う
』
の
甘
酸
っ
ぱ
い
イ

メ
ー
ジ
を
結
び
つ
け
、
ブ
ド
ウ
の
産
地
と

し
て
の
認
知
度
も
高
め
て
い
き
た
い
」
と

構
想
を
話
し
ま
す
。
出
雲
は
特
産
「
デ
ラ

ウ
ェ
ア
」
の
早
出
し
産
地
と
し
て
全
国
有

数
の
生
産
量
を
誇
る
な
ど
、
ぶ
ど
う
の
産

地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
よ
り
一

層
の
知
名
度
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
同
部
門
で
は
「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」
や

「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」
を
開
設
し
、
最
新
情

報
の
ほ
か
、
ブ
ド
ウ
の
生
育
の
様
子
な
ど

も
伝
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
島
根
県
立
出

雲
農
林
高
校
の
生
徒
と
連
携
し
、
ブ
ド
ウ

を
つ
か
っ
た
ス
イ
ー
ツ
も
開
発
中
で
す
。

と
な
り
ま
し
た
。

　
稲
作
共
励
会
は
、
10
ア
ー
ル
以
上
の
出

品
田
を
対
象
に
坪
刈
調
査
を
行
い
、
収
量
、

検
査
等
級
、
整
粒
歩
合
、
食
味
値
を
得
点

化
し
、
成
績
を
出
し
ま
し
た
。
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
部
に
16
点
、
き
ぬ
む
す
め
の
部
に
15

点
の
参
加
が
あ
り
、
各
部
５
人
を
入
賞
者

と
し
て
表
彰
。
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
部
は
伊
野

地
区
の
兼
折
利
隆
さ
ん
、
き
ぬ
む
す
め
の

部
は
稗
原
地
区
の
塩
野
一
男
さ
ん
が
最
優

秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
総
合
指
導

課
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
部
に
つ
い
て
「
登

熟
期
前
半
の
高
温
の
影
響
で
乳
白
粒
の
発

生
が
多
く
、
整
粒
歩
合
の
低
下
し
た
事
例

が
見
ら
れ
た
。
高
温
登
熟
性
に
勝
る
つ
や

姫
、
き
ぬ
む
す
め
へ
の
品
種
転
換
が
必
要

と
改
め
て
感
じ
た
」
と
講
評
。
き
ぬ
む
す

め
の
部
に
つ
い
て
は
「
食
味
値
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
課
題
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

４
月
か
ら
は
第
６
期
の
講
座
が

　
　
　
　
　
　
　
は
じ
ま
り
ま
す

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！

いずもほっとニュースいずもほっとニュース
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　素材のおいしさそのままの、あっさり食べ
られるペンネサラダです。

今
若 

暖
生
（41）

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部
会

販
売
部
長
　
青
年
部
長

―
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス―

栽
培
規
模

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

　
　
　50
ア
ー
ル

神
在
ね
ぎ

　
　
　10
ア
ー
ル

大
根

　10
ア
ー
ル

　
　
　
　
　

   

な
ど

就
農
年
月

平
成
25
年
４
月

か
み
あ
り

　出
雲
市
浜
町
で
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
を
栽
培
す
る

今
若
暖
生
さ
ん
。
以
前
は
ス
ー
パ
ー
の
バ
イ
ヤ
ー
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
農
家
の
方
と
関
わ
る
中
で
農
業

に
興
味
が
わ
き
、
就
農
を
決
意
し
ま
し
た
。
現
在
部

会
の
販
売
部
長
と
青
年
部
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
生
産
に

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　集
中
で
き
る
環
境
が
魅
力

　
野
菜
を
栽
培
し
た
い
と
考
え
、
地
元
で
増
え
て
い

る
ブ
ド
ウ
の
空
き
園
を
活
用
し
て
で
き
る
も
の
と
し

て
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
選
ん
だ
今
若
さ
ん
。Ｊ
Ａ
の

パ
ッ
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
選
別
・
包
装
作
業
を
行
っ

て
お
り
、
生
産
に
集
中
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
た

こ
と
も
魅
力
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
冬
場
は
作
業
が
少

な
い
た
め
、
裏
で
作
る
作
物
と
し
て
、
神
在
ね
ぎ
や

大
根
の
栽
培
も
始
め
ま
し
た
。

リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
で
規
模
を
拡
大

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
当
初
30
ア
ー
ル
で
、Ｊ
Ａ
の
平

成
29
年
度
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
事
業
を
活
用
し
、50
ア
ー

ル
に
規
模
を
拡
大
。
余
力
が
あ
り
、
規
模
拡
大
を

考
え
て
い
た
と
こ
ろ
を
Ｊ
Ａ
の
事
業
が
後
押
し
し

ま
し
た
。
今
若
さ
ん
は
「
初
期
投
資
が
な
く
、
気
持

ち
の
面
で
も
負
担
が
小
さ
い
。
１
年
間
は
収
入
が

な
く
徐
々
に
収
量
が
増
え
て
い
く
作
物
な
の
で
、

リ
ー
ス
料
の
補
助
も
助
か
り
ま
す
」
と
実
感
を
話

し
ま
す
。

青
年
部
発
足

　若
手
の
リ
ー
ダ
ー
に

　
Ｊ
Ａ
の
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
建
設
に
加
え
、
部
会
で
は

人
材
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
就
農
し
や
す
い

環
境
が
整
っ
て
き
て
い
ま
す
。
若
手
生
産
者
も
増
え
、

平
成
29
年
に
は
部
会
の
青
年
部
が
発
足
。
今
若
さ
ん

が
当
初
か
ら
部
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
昨
年
は
「
拡
大

志
向
を
持
つ
仲
間
も
多
く
、
今
後
会
社
化
な
ど
を
考

え
る
上
で
も
必
要
」
と
考
え
雇
用
に
関
す
る
勉
強
会

も
企
画
し
ま
し
た
。
互
い
の
ハ
ウ
ス
を
見
に
行
く
な

ど
情
報
交
換
も
行
い
、
技
術
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

１
億
円
産
地
目
指
し
て

　
部
会
で
は
、
以
前
か
ら
販
売
金
額
１
億
円
を
目
標

に
掲
げ
て
い
ま
す
。
近
年
少
し
ず
つ
生
産
量
が
増
え
、

令
和
元
年
度
は
７
０
０
０
万
円
の
実
績
、
今
年
度
は

８
０
０
０
万
円
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　「
市
場
か
ら
は
も
っ
と
出
荷
し
て
ほ
し
い
と
言
わ

れ
て
お
り
、
生
産
量
が
増
え
て
も
売
れ
る
環
境
は
あ

る
と
見
て
い
ま
す
」
と
話
す
今
若
さ
ん
。
ご
自
身
も
、

今
後
の
改
植
に
備
え
よ
う
と
さ
ら
な
る
規
模
拡
大
を

考
え
て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

青
年
部
長
と
し
て
若
手
を
牽
引

１
億
円
産
地
目
指
し
て

さん

　
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
穂
先
に
は
、
ア
ミ
ノ
酸

の
一
種
で
あ
る
ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
栄
養
素
は
、
体
内
の
新
陳
代
謝
を
促
す
と
と

も
に
、
タ
ン
パ
ク
質
合
成
を
高
め
る
働
き
を
し
、
疲
労

回
復
や
滋
養
強
壮
、
美
肌
に
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
ま

た
、
穂
先
に
は
ル
チ
ン
と
い
う
成
分
も
含
ま
れ
、
毛
細

血
管
を
丈
夫
に
し
、
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
の
予
防
に
役

立
ち
ま
す
。
さ
ら
に
、
皮
膚
や
粘
膜
を
健
康
に
保
つ
働

き
が
あ
る
β-

カ
ロ
テ
ン
、
赤
血
球
を
作
る
た
め
に
必

要
な
葉
酸
も
た
っ
ぷ
り
で
す
。

　
出
雲
地
区
本
部
管
内
は
県
内
一
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
産

地
で
、42
人
の
生
産
者
が
栽
培
し
て
い
ま
す
。春
芽（
３

〜
５
月
）
と
夏
芽
（
６
〜
10
月
）
が
あ
り
、
今
年
は
３

月
２
日
か
ら
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。
収
穫
は
朝
と
夕

方
の
２
回
行
い
ま
す
が
、
春
芽
が
終
わ
る
こ
ろ
に
は

い
っ
た
ん
収
穫
を
や
め
て
株
に
養
分
を
蓄
え
さ
せ
、
６

月
頃
か
ら
夏
芽
の
収
穫
に
入
り
ま
す
。
収
穫
し
た
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
は
、
パ
ッ
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
25
セ
ン
チ
に

カ
ッ
ト
さ
れ
、１
０
０
グ
ラ
ム
ず
つ
袋
詰
め
さ
れ
ま
す
。

　
最
大
で
１
日
10
セ
ン
チ
以
上
も
伸
び
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
も
っ
た
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
。
栄
養
満
点
の
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

ＪＡ出雲地区本部は、毎月第
３金・土・日曜日を「いずも
食材の日」に設定し、生産者・
販売者・消費者が一体となっ
て「地産地消」をより一層推
進する日としています。生ま
れ育った地元の食材を見直
し、地域の農業を盛り上げま
しょう！

今
月
の
食
材
は

来月のいずも食材の日
５月の食材は

※生産の都合等で、誌面で取扱う
　品目が変更になる場合があります。

「きゅうり」です！ 「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」

旬レシピ出雲の

アスパラとイカの　　
明太ご飯

①アスパラガスは根元の皮を剥いて食べやすい長さにゆで、
イカも食べやすい大きさに切る。

②耐熱ボウルにアスパラガス、Ａ、温かいご飯を加えて混ぜ、
ラップをかけて電子レンジで４分程度加熱する。

③取り出したらイカといりごまを加えて、全体を混ぜて完成！

　海鮮のうま味が強いイカ明太ご飯が、アス
パラガスでさっぱりと食べられます。お好み
でマヨネーズを調節してみてください。

〈材料〉［2人分］

〈作り方〉

●温かいご飯・・・・・・・
●グリーンアスパラガス・・・
●ゆでイカ・・・・・・・・・・

300g
４本
６０ｇ

１腹
大さじ１
小さじ１
適量
適量

A

●明太子・・・・・・・・・・・・・
●マヨネーズ・・・・・・
●醤油・・・・・・・・・・・
●塩こしょう・・・・・・・・・
●白いりごま・・・・・・・・・

アスパラとチキンの　
ペンネサラダ

準備：鶏肉は一口大のそぎ切りにし、アスパラとミニトマトは食
　　べやすい大きさに切る。

　　　ボウルにマスタードソースの材料を混ぜ合わせる。
①鍋にたっぷりのお湯を沸かし、塩を適量加えたらアスパラを入
れ、やわらかくなったら網じゃくしでボウルにあげる。

②残ったお湯にペンネと鶏肉を入れ、ペンネは袋の表示どおり
茹で、鶏肉とともにざるにあげる。

③熱いうちにペンネと鶏肉、水気を切ったひよこ豆をマスタード
ソースに加えて和える。

④粗熱がとれたらアスパラとミニトマトを加えて混ぜ、完成！

〈材料〉［2人分］

〈作り方〉

●グリーンアスパラガス・・・
●鶏むね肉・
●ひよこ豆の水煮・・・
●ミニトマト・・・・・・・・・・
●ペンネ・・・・・・・・・・・・

４本
１/２枚（約120ｇ）

８０ｇ
4個

３０ｇ

大さじ１
大さじ２
大さじ１
大さじ１
少々

マスタードソース
●玉ねぎのみじん切り・
●オリーブオイル・・
●粒マスタード・・・・
●酢・・・・・・・・・・・・・
●塩、こしょう・・・・・・・・・
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　素材のおいしさそのままの、あっさり食べ
られるペンネサラダです。

今
若 

暖
生
（41）

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部
会

販
売
部
長
　
青
年
部
長

―

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス―

栽
培
規
模

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

　
　
　50
ア
ー
ル

神
在
ね
ぎ

　
　
　10
ア
ー
ル

大
根

　10
ア
ー
ル

　
　
　
　
　

   

な
ど

就
農
年
月

平
成
25
年
４
月

か
み
あ
り

　出
雲
市
浜
町
で
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
を
栽
培
す
る

今
若
暖
生
さ
ん
。
以
前
は
ス
ー
パ
ー
の
バ
イ
ヤ
ー
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
農
家
の
方
と
関
わ
る
中
で
農
業

に
興
味
が
わ
き
、
就
農
を
決
意
し
ま
し
た
。
現
在
部

会
の
販
売
部
長
と
青
年
部
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
生
産
に

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　集
中
で
き
る
環
境
が
魅
力

　
野
菜
を
栽
培
し
た
い
と
考
え
、
地
元
で
増
え
て
い

る
ブ
ド
ウ
の
空
き
園
を
活
用
し
て
で
き
る
も
の
と
し

て
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
選
ん
だ
今
若
さ
ん
。Ｊ
Ａ
の

パ
ッ
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
選
別
・
包
装
作
業
を
行
っ

て
お
り
、
生
産
に
集
中
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
た

こ
と
も
魅
力
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
冬
場
は
作
業
が
少

な
い
た
め
、
裏
で
作
る
作
物
と
し
て
、
神
在
ね
ぎ
や

大
根
の
栽
培
も
始
め
ま
し
た
。

リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
で
規
模
を
拡
大

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
当
初
30
ア
ー
ル
で
、Ｊ
Ａ
の
平

成
29
年
度
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
事
業
を
活
用
し
、50
ア
ー

ル
に
規
模
を
拡
大
。
余
力
が
あ
り
、
規
模
拡
大
を

考
え
て
い
た
と
こ
ろ
を
Ｊ
Ａ
の
事
業
が
後
押
し
し

ま
し
た
。
今
若
さ
ん
は
「
初
期
投
資
が
な
く
、
気
持

ち
の
面
で
も
負
担
が
小
さ
い
。
１
年
間
は
収
入
が

な
く
徐
々
に
収
量
が
増
え
て
い
く
作
物
な
の
で
、

リ
ー
ス
料
の
補
助
も
助
か
り
ま
す
」
と
実
感
を
話

し
ま
す
。

青
年
部
発
足

　若
手
の
リ
ー
ダ
ー
に

　
Ｊ
Ａ
の
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
建
設
に
加
え
、
部
会
で
は

人
材
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
就
農
し
や
す
い

環
境
が
整
っ
て
き
て
い
ま
す
。
若
手
生
産
者
も
増
え
、

平
成
29
年
に
は
部
会
の
青
年
部
が
発
足
。
今
若
さ
ん

が
当
初
か
ら
部
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
昨
年
は
「
拡
大

志
向
を
持
つ
仲
間
も
多
く
、
今
後
会
社
化
な
ど
を
考

え
る
上
で
も
必
要
」
と
考
え
雇
用
に
関
す
る
勉
強
会

も
企
画
し
ま
し
た
。
互
い
の
ハ
ウ
ス
を
見
に
行
く
な

ど
情
報
交
換
も
行
い
、
技
術
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

１
億
円
産
地
目
指
し
て

　
部
会
で
は
、
以
前
か
ら
販
売
金
額
１
億
円
を
目
標

に
掲
げ
て
い
ま
す
。
近
年
少
し
ず
つ
生
産
量
が
増
え
、

令
和
元
年
度
は
７
０
０
０
万
円
の
実
績
、
今
年
度
は

８
０
０
０
万
円
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　「
市
場
か
ら
は
も
っ
と
出
荷
し
て
ほ
し
い
と
言
わ

れ
て
お
り
、
生
産
量
が
増
え
て
も
売
れ
る
環
境
は
あ

る
と
見
て
い
ま
す
」
と
話
す
今
若
さ
ん
。
ご
自
身
も
、

今
後
の
改
植
に
備
え
よ
う
と
さ
ら
な
る
規
模
拡
大
を

考
え
て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

青
年
部
長
と
し
て
若
手
を
牽
引

１
億
円
産
地
目
指
し
て

さん

　
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
穂
先
に
は
、
ア
ミ
ノ
酸

の
一
種
で
あ
る
ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
栄
養
素
は
、
体
内
の
新
陳
代
謝
を
促
す
と
と

も
に
、
タ
ン
パ
ク
質
合
成
を
高
め
る
働
き
を
し
、
疲
労

回
復
や
滋
養
強
壮
、
美
肌
に
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
ま

た
、
穂
先
に
は
ル
チ
ン
と
い
う
成
分
も
含
ま
れ
、
毛
細

血
管
を
丈
夫
に
し
、
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
の
予
防
に
役

立
ち
ま
す
。
さ
ら
に
、
皮
膚
や
粘
膜
を
健
康
に
保
つ
働

き
が
あ
る
β-

カ
ロ
テ
ン
、
赤
血
球
を
作
る
た
め
に
必

要
な
葉
酸
も
た
っ
ぷ
り
で
す
。

　
出
雲
地
区
本
部
管
内
は
県
内
一
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
産

地
で
、42
人
の
生
産
者
が
栽
培
し
て
い
ま
す
。春
芽（
３

〜
５
月
）
と
夏
芽
（
６
〜
10
月
）
が
あ
り
、
今
年
は
３

月
２
日
か
ら
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。
収
穫
は
朝
と
夕

方
の
２
回
行
い
ま
す
が
、
春
芽
が
終
わ
る
こ
ろ
に
は

い
っ
た
ん
収
穫
を
や
め
て
株
に
養
分
を
蓄
え
さ
せ
、
６

月
頃
か
ら
夏
芽
の
収
穫
に
入
り
ま
す
。
収
穫
し
た
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
は
、
パ
ッ
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
25
セ
ン
チ
に

カ
ッ
ト
さ
れ
、１
０
０
グ
ラ
ム
ず
つ
袋
詰
め
さ
れ
ま
す
。

　
最
大
で
１
日
10
セ
ン
チ
以
上
も
伸
び
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
も
っ
た
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
。
栄
養
満
点
の
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

ＪＡ出雲地区本部は、毎月第
３金・土・日曜日を「いずも
食材の日」に設定し、生産者・
販売者・消費者が一体となっ
て「地産地消」をより一層推
進する日としています。生ま
れ育った地元の食材を見直
し、地域の農業を盛り上げま
しょう！

今
月
の
食
材
は

来月のいずも食材の日
５月の食材は

※生産の都合等で、誌面で取扱う
　品目が変更になる場合があります。

「きゅうり」です！ 「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」

旬レシピ出雲の

アスパラとイカの　　
明太ご飯

①アスパラガスは根元の皮を剥いて食べやすい長さにゆで、
イカも食べやすい大きさに切る。

②耐熱ボウルにアスパラガス、Ａ、温かいご飯を加えて混ぜ、
ラップをかけて電子レンジで４分程度加熱する。

③取り出したらイカといりごまを加えて、全体を混ぜて完成！

　海鮮のうま味が強いイカ明太ご飯が、アス
パラガスでさっぱりと食べられます。お好み
でマヨネーズを調節してみてください。

〈材料〉［2人分］

〈作り方〉

●温かいご飯・・・・・・・
●グリーンアスパラガス・・・
●ゆでイカ・・・・・・・・・・

300g
４本
６０ｇ

１腹
大さじ１
小さじ１
適量
適量

A

●明太子・・・・・・・・・・・・・
●マヨネーズ・・・・・・
●醤油・・・・・・・・・・・
●塩こしょう・・・・・・・・・
●白いりごま・・・・・・・・・

アスパラとチキンの　
ペンネサラダ

準備：鶏肉は一口大のそぎ切りにし、アスパラとミニトマトは食
　　べやすい大きさに切る。

　　　ボウルにマスタードソースの材料を混ぜ合わせる。
①鍋にたっぷりのお湯を沸かし、塩を適量加えたらアスパラを入
れ、やわらかくなったら網じゃくしでボウルにあげる。

②残ったお湯にペンネと鶏肉を入れ、ペンネは袋の表示どおり
茹で、鶏肉とともにざるにあげる。

③熱いうちにペンネと鶏肉、水気を切ったひよこ豆をマスタード
ソースに加えて和える。

④粗熱がとれたらアスパラとミニトマトを加えて混ぜ、完成！

〈材料〉［2人分］

〈作り方〉

●グリーンアスパラガス・・・
●鶏むね肉・
●ひよこ豆の水煮・・・
●ミニトマト・・・・・・・・・・
●ペンネ・・・・・・・・・・・・

４本
１/２枚（約120ｇ）

８０ｇ
4個

３０ｇ

大さじ１
大さじ２
大さじ１
大さじ１
少々

マスタードソース
●玉ねぎのみじん切り・
●オリーブオイル・・
●粒マスタード・・・・
●酢・・・・・・・・・・・・・
●塩、こしょう・・・・・・・・・
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女
性
部
佐
田
支
部
西
須
佐
分
会
の
吉

野
レ
デ
ィ
ー
ス
で
は
、
30
〜
70
代
の
12

人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
毎
月
１
回
、

地
元
の
公
民
館
の
清
掃
活
動
を
行
う
ほ

か
、
年
に
数
回
、
手
芸
教
室
や
料
理
教

室
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
３
月
20
日
に

は
公
民
館
で
ム
ス
イ
鍋
の
講
習
会
を
開

き
、Ｈ
Ａ
Ｌ
ム
ス
イ
か
ら
講
師
を
招
い
て

佐
田
支
部代

表  

原 

佐
津
美 

さ
ん

ニ
ン
ジ
ン
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ
や
ち
ら
し
寿

司
な
ど
４
品
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
、
漬
物
の
講
習
会
を
開
く
な
ど
、
集

ま
っ
て
料
理
を
す
る
こ
と
も
あ
り
、
先

輩
方
が
若
手
の
部
員
に
作
り
方
を
継
承

す
る
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
地
域
を
元
気
に
し
た
い
」
と
い
う
思

い
で
活
動
す
る
吉
野
レ
デ
ィ
ー
ス
。
吉

野
自
治
会
全
体
で
実
施
す
る
お
花
見
会

や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
も
、
案
内
を
出

し
た
り
、
ち
ら
し
寿
司
や
焼
肉
の
た
れ

を
作
っ
て
準
備
し
た
り
と
、主
役
と
な
っ

て
動
い
て
い
ま
す
。
自
治
会
が
主
催
す

る
と
ん
ど
さ
ん
で
も
、
豚
汁
な
ど
の
ま

か
な
い
を
請
け
負
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
集
ま
り
の
出
席
率
は
高
く
、
平
均
30

人
は
出
席
す
る
と
の
こ
と
。
人
口
が
だ

ん
だ
ん
減
っ
て
い
く
中
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
親
睦
を
深
め
る
大
事
な
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

　優良グループ活動表彰は、ＪＡ女性部組織の活性化・
教育文化活動の充実を目的に毎年開催しています。令
和元年度は１００グループから応募があり、１月下旬に
審査会を行いました。「仲間づくり部門」「食と農をつ
なぐ活動部門」の２部門で審査し、合わせて最優秀賞
２グループ、優秀賞６グループ、特別賞１グループを選
出しました。（一社）家の光協会の審査講評と合わせて
入賞グループをご紹介いたします。
　また、「みどりのカーテン部門」の審査結果、「家の
光愛読者拡大運動優績支店・支部」の対象支店も合
わせてご紹介いたします。

【講評】平成２８年からスタートした活動は月２回。地域
のイベントにも積極的に出店を重ね、チラシ配布や部員
のおもてなしに創意工夫が見られました。お祭りでは実
演販売の盛り上げ役に徹し、ＪＡ来店感謝デーでは、おも
てなしに加え、清掃活動も実施して地域貢献に取り組ん
でいます。賑わいの中に仲間や地域に対する思いが伝わっ
てきました。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
は
３
月
23

日
、
社
会
福
祉
法
人
Ｊ
Ａ
い
ず
も
福

祉
会
に
手
製
の
マ
ス
ク
３
６
１
枚
を
贈

り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
で
、
施
設
の
職
員
用
マ

ス
ク
が
不
足
し
て
い
る
と
聞
い
て
実
施
。

同
法
人
が
運
営
す
る
高
齢
者
福
祉
施
設

「
み
ど
り
の
郷
」
４
施
設
と
障
が
い
者

就
労
支
援
施
設
「
ぽ
て
と
は
う
す
」
で

活
用
し
ま
す
。
贈
呈
式
で
は
、
女
性
部

の
高
野
智
子
部
長
ら
が
同
法
人
の
岡
田

達
文
理
事
長
（
出
雲
地
区
本
部
長
）
ら

に
マ
ス
ク
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
贈
呈
し
た
マ
ス
ク
は
、
家
の
光
記
事

を
参
考
に
作
成
し
ま
し
た
。
３
重
構
造

の
布
マ
ス
ク
で
、鼻
の
部
分
に
ワ
イ
ヤ
ー

も
入
れ
て
い
ま
す
。
ガ
ー
ゼ
を
当
て
て

使
用
し
、
洗
濯
し
て
再
利
用
可
。
材
料

が
不
足
す
る
中
、
呉
服
屋
や
ラ
ピ
タ
な

ど
で
仕
入
れ
た
「
さ
ら
し
」
を
裁
断
し

て
使
い
、
伸
縮
性
の
高
い
布
を
切
っ
て

ゴ
ム
ひ
も
に
す
る
な
ど
工
夫
し
ま
し
た
。

　
女
性
部
の
高
野
智
子
部
長
は
「
今
は

マ
ス
ク
が
買
い
た
く
て
も
買
え
な
い
状

況
。
元
気
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

活
用
し
て
も
ら
い
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

「
吉
野
レ
デ
ィ
ー
ス
」

グ
ル
ー
プ
紹
介

活
動
紹
介

手
作
り
マ
ス
ク
を

　
福
祉
施
設
へ

　
　
力
あ
わ
せ
３
６
１
枚

高野部長（左から３番目）らが
岡田理事長（左から４番目）らに贈呈

感染リスクを考え少人数に分かれてマスク作りを実施

仲間づくり部門
最優秀賞 「朝山ふれあい市」

【講評】ふれあいの集い、家の光活用教室、運動会等で
仲間づくりの輪と地域貢献を両立しています。清掃活動
を女性部Ｔシャツで行い見える化していることや、新聞
発行で情報発信している点は目を見張りました。

「ＪＡしまね出雲女性部中部地区」

食と農をつなぐ活動部門

女性部　優良活動グループ表彰

朝山支部

中部地区

【講評】絵手紙の題材は多岐に渡り、独創性に優れて、
記憶に残ると好評です。支店の女性部コーナーで作品を
展示し、地域交流に一役買っています。是非とも『家の光』
絵手紙の輪に応募して、更なる活性化を目指してください。

「絵手紙サークル」塩冶支部

【講評】２３年間に渡って家の光を活用し、園芸、手芸、
料理等の活動で仲間づくりをされてきたことに感心しまし
た。次年度は新たに家の光読書会を催す予定です。仲
間づくりに向けたいっそうの取り組みに注目しています。

「里山コスモス会」高浜支部

優秀賞

【講評】あえて手間をかけ手作りの良さを伝えている点に
食の大切さや地域農業に対する思いが伝わってきました。
ぶどうの荒廃地を利用してのらっきょうづくりは手作業で
大変だそうですが、感動をもたらすらっきょう商品を通じ
て、食と農をつなぐことや地域農業の振興、そして女性
部活性化にも貢献しています。

最優秀賞 「大社らっきょう部会」

【講評】産直市の先駆けとして昭和５８年から始まる活動
です。お客さんに作り方を教え、教えられ、地域密着が
良く伝わってきます。ゆずり葉のように次代に受け継がれ
る取り組みとして、今後も地域にかかせない活動です。

優秀賞

優秀賞
優良賞

「ゆずり葉グループ」

西部地区

国富支部

平成２５年７月に初めてＪＡ組織として立ち上がった男性
グループです。毎月の料理教室をはじめ、健康づくり、
ボランティア活動、農業まつりへの出店女性部合同視察
研修など、メンバー同士はもちろん、女性部との交流を
図りながら活動を展開されています。よりいっそうの活躍
を期待し「特別賞」として表彰します。

特別賞「メンズキッチン男しゃく」

【講評】毎週火曜朝に地元小学校全学年に家の光を活用
し読み聞かせを行っている点に頭が下がります。食農教
育にもつながっています。小学生のお礼の言葉から、地
域の食と農に対する真摯な姿勢が伝わってきました。

「桧山読み語りの会」桧山支部

【講評】様々な料理づくりを通じて、食と農、地域を結ぶ
活動に取り組んでいる点に注目しました。色とりどりの料
理の数々は是非食べてみたいと思わせるものでした。こ
れからも笑にょば会の料理づくりは、地域交流に貢献し
ていくことを確信しました。

「笑にょば会」神西支部

みどりのカーテン部門

家の光愛読者拡大運動優績支店・支部表彰

最優秀賞 河南ブロック
西部ブロック
中部ブロック、東部ブロック、南部ブロック

出雲支店、高浜支店、高松支店
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女
性
部
佐
田
支
部
西
須
佐
分
会
の
吉

野
レ
デ
ィ
ー
ス
で
は
、
30
〜
70
代
の
12

人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
毎
月
１
回
、

地
元
の
公
民
館
の
清
掃
活
動
を
行
う
ほ

か
、
年
に
数
回
、
手
芸
教
室
や
料
理
教

室
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
３
月
20
日
に

は
公
民
館
で
ム
ス
イ
鍋
の
講
習
会
を
開

き
、Ｈ
Ａ
Ｌ
ム
ス
イ
か
ら
講
師
を
招
い
て

佐
田
支
部代

表  

原 

佐
津
美 

さ
ん

ニ
ン
ジ
ン
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ
や
ち
ら
し
寿

司
な
ど
４
品
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
、
漬
物
の
講
習
会
を
開
く
な
ど
、
集

ま
っ
て
料
理
を
す
る
こ
と
も
あ
り
、
先

輩
方
が
若
手
の
部
員
に
作
り
方
を
継
承

す
る
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
地
域
を
元
気
に
し
た
い
」
と
い
う
思

い
で
活
動
す
る
吉
野
レ
デ
ィ
ー
ス
。
吉

野
自
治
会
全
体
で
実
施
す
る
お
花
見
会

や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
も
、
案
内
を
出

し
た
り
、
ち
ら
し
寿
司
や
焼
肉
の
た
れ

を
作
っ
て
準
備
し
た
り
と
、主
役
と
な
っ

て
動
い
て
い
ま
す
。
自
治
会
が
主
催
す

る
と
ん
ど
さ
ん
で
も
、
豚
汁
な
ど
の
ま

か
な
い
を
請
け
負
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
集
ま
り
の
出
席
率
は
高
く
、
平
均
30

人
は
出
席
す
る
と
の
こ
と
。
人
口
が
だ

ん
だ
ん
減
っ
て
い
く
中
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
親
睦
を
深
め
る
大
事
な
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

　優良グループ活動表彰は、ＪＡ女性部組織の活性化・
教育文化活動の充実を目的に毎年開催しています。令
和元年度は１００グループから応募があり、１月下旬に
審査会を行いました。「仲間づくり部門」「食と農をつ
なぐ活動部門」の２部門で審査し、合わせて最優秀賞
２グループ、優秀賞６グループ、特別賞１グループを選
出しました。（一社）家の光協会の審査講評と合わせて
入賞グループをご紹介いたします。
　また、「みどりのカーテン部門」の審査結果、「家の
光愛読者拡大運動優績支店・支部」の対象支店も合
わせてご紹介いたします。

【講評】平成２８年からスタートした活動は月２回。地域
のイベントにも積極的に出店を重ね、チラシ配布や部員
のおもてなしに創意工夫が見られました。お祭りでは実
演販売の盛り上げ役に徹し、ＪＡ来店感謝デーでは、おも
てなしに加え、清掃活動も実施して地域貢献に取り組ん
でいます。賑わいの中に仲間や地域に対する思いが伝わっ
てきました。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
は
３
月
23

日
、
社
会
福
祉
法
人
Ｊ
Ａ
い
ず
も
福

祉
会
に
手
製
の
マ
ス
ク
３
６
１
枚
を
贈

り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
で
、
施
設
の
職
員
用
マ

ス
ク
が
不
足
し
て
い
る
と
聞
い
て
実
施
。

同
法
人
が
運
営
す
る
高
齢
者
福
祉
施
設

「
み
ど
り
の
郷
」
４
施
設
と
障
が
い
者

就
労
支
援
施
設
「
ぽ
て
と
は
う
す
」
で

活
用
し
ま
す
。
贈
呈
式
で
は
、
女
性
部

の
高
野
智
子
部
長
ら
が
同
法
人
の
岡
田

達
文
理
事
長
（
出
雲
地
区
本
部
長
）
ら

に
マ
ス
ク
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
贈
呈
し
た
マ
ス
ク
は
、
家
の
光
記
事

を
参
考
に
作
成
し
ま
し
た
。
３
重
構
造

の
布
マ
ス
ク
で
、鼻
の
部
分
に
ワ
イ
ヤ
ー

も
入
れ
て
い
ま
す
。
ガ
ー
ゼ
を
当
て
て

使
用
し
、
洗
濯
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再
利
用
可
。
材
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が
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す
る
中
、
呉
服
屋
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ラ
ピ
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な
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で
仕
入
れ
た
「
さ
ら
し
」
を
裁
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し

て
使
い
、
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縮
性
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高
い
布
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っ
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ゴ
ム
ひ
も
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す
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な
ど
工
夫
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ま
し
た
。
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性
部
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子
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長
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「
今
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ス
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て
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状

況
。
元
気
で
安
心
し
て
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よ
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活
用
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た
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。
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介
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手
作
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マ
ス
ク
を
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力
あ
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３
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高野部長（左から３番目）らが
岡田理事長（左から４番目）らに贈呈

感染リスクを考え少人数に分かれてマスク作りを実施

仲間づくり部門
最優秀賞 「朝山ふれあい市」

【講評】ふれあいの集い、家の光活用教室、運動会等で
仲間づくりの輪と地域貢献を両立しています。清掃活動
を女性部Ｔシャツで行い見える化していることや、新聞
発行で情報発信している点は目を見張りました。

「ＪＡしまね出雲女性部中部地区」

食と農をつなぐ活動部門

女性部　優良活動グループ表彰

朝山支部

中部地区

【講評】絵手紙の題材は多岐に渡り、独創性に優れて、
記憶に残ると好評です。支店の女性部コーナーで作品を
展示し、地域交流に一役買っています。是非とも『家の光』
絵手紙の輪に応募して、更なる活性化を目指してください。

「絵手紙サークル」塩冶支部

【講評】２３年間に渡って家の光を活用し、園芸、手芸、
料理等の活動で仲間づくりをされてきたことに感心しまし
た。次年度は新たに家の光読書会を催す予定です。仲
間づくりに向けたいっそうの取り組みに注目しています。

「里山コスモス会」高浜支部

優秀賞

【講評】あえて手間をかけ手作りの良さを伝えている点に
食の大切さや地域農業に対する思いが伝わってきました。
ぶどうの荒廃地を利用してのらっきょうづくりは手作業で
大変だそうですが、感動をもたらすらっきょう商品を通じ
て、食と農をつなぐことや地域農業の振興、そして女性
部活性化にも貢献しています。

最優秀賞 「大社らっきょう部会」

【講評】産直市の先駆けとして昭和５８年から始まる活動
です。お客さんに作り方を教え、教えられ、地域密着が
良く伝わってきます。ゆずり葉のように次代に受け継がれ
る取り組みとして、今後も地域にかかせない活動です。

優秀賞

優秀賞
優良賞

「ゆずり葉グループ」

西部地区

国富支部

平成２５年７月に初めてＪＡ組織として立ち上がった男性
グループです。毎月の料理教室をはじめ、健康づくり、
ボランティア活動、農業まつりへの出店女性部合同視察
研修など、メンバー同士はもちろん、女性部との交流を
図りながら活動を展開されています。よりいっそうの活躍
を期待し「特別賞」として表彰します。

特別賞「メンズキッチン男しゃく」

【講評】毎週火曜朝に地元小学校全学年に家の光を活用
し読み聞かせを行っている点に頭が下がります。食農教
育にもつながっています。小学生のお礼の言葉から、地
域の食と農に対する真摯な姿勢が伝わってきました。

「桧山読み語りの会」桧山支部

【講評】様々な料理づくりを通じて、食と農、地域を結ぶ
活動に取り組んでいる点に注目しました。色とりどりの料
理の数々は是非食べてみたいと思わせるものでした。こ
れからも笑にょば会の料理づくりは、地域交流に貢献し
ていくことを確信しました。

「笑にょば会」神西支部

みどりのカーテン部門

家の光愛読者拡大運動優績支店・支部表彰

最優秀賞 河南ブロック
西部ブロック
中部ブロック、東部ブロック、南部ブロック

出雲支店、高浜支店、高松支店
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ふれあい号　祝日運休のお知らせ
令和２年４月１日より祝日は運休とさせていただきます。大変ご不便をお掛
けいたしますがご理解の程よろしくお願い致します。

 【 運 休 日 】 【 運 休 日 】
土・日・
年末年始
土・日・
年末年始

ＪＡしまね出雲地区本部　ふれあい福祉課　TEL：0853-21-6013

祝日祝日

5/23
ローンに関するご相談をいただいた方には「よりぞうトートバック」をプレゼントします
※品切れの場合は他の粗品に変えさせていただきます

休日ローン相談会　開催会場

出雲支店　　　　TEL ２１－６０３１
四絡支店　　　　TEL ２２－１０５４
平田中央支店　　TEL ６３－３６５０
長浜支店　　　　TEL ２８－０００２

神戸川支店　　TEL ２１－０６８１
湖陵支店　　　TEL ４３－２２３１
朝山支店　　　TEL ４８－０２０６

「ＪＡとのお取り
引きはこれから」
「ＪＡとのお取り
引きはこれから」
「ＪＡとのお取り
引きはこれから」
「ＪＡとのお取り
引きはこれから」
というお客様もお気
軽にご来店ください！
というお客様もお気
軽にご来店ください！ 9:00 -12:00

土

事前にご予約いただきますと、待ち時間なくスムーズにご相談いただけます。

令和3年3月末時点で満65歳以上の方を対象に

サポカー補助金が始まりました！
新車・中古車

「サポカー」

を のみを

新
　車

登録車

A A+ B

10万円10万円 6万円6万円
軽自動車 7万円7万円 3万円3万円
中古車 4万円4万円 2万円2万円

衝突被害
軽減ブレーキ

踏み間違い
急発進抑制装置

JAしまね出雲地区本部自動車課（TEL：0853-28-2727）

購入補助

搭載 搭載

ペダル対歩行者の

詳しくは
までお問い合わせください

IZUMO InformationIZUMO Information
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ふれあい号　祝日運休のお知らせ
令和２年４月１日より祝日は運休とさせていただきます。大変ご不便をお掛
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※品切れの場合は他の粗品に変えさせていただきます
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湖陵支店　　　TEL ４３－２２３１
朝山支店　　　TEL ４８－０２０６

「ＪＡとのお取り
引きはこれから」
「ＪＡとのお取り
引きはこれから」
「ＪＡとのお取り
引きはこれから」
「ＪＡとのお取り
引きはこれから」
というお客様もお気
軽にご来店ください！
というお客様もお気
軽にご来店ください！ 9:00 -12:00

土

事前にご予約いただきますと、待ち時間なくスムーズにご相談いただけます。

令和3年3月末時点で満65歳以上の方を対象に

サポカー補助金が始まりました！
新車・中古車

「サポカー」

を のみを

新
　車

登録車

A A+ B

10万円10万円 6万円6万円
軽自動車 7万円7万円 3万円3万円
中古車 4万円4万円 2万円2万円

衝突被害
軽減ブレーキ

踏み間違い
急発進抑制装置

JAしまね出雲地区本部自動車課（TEL：0853-28-2727）

購入補助

搭載 搭載

ペダル対歩行者の

詳しくは
までお問い合わせください

IZUMO InformationIZUMO Information
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いつも笑顔をたいせつに

輝
け！
いずもスマイル

出雲市矢尾町

飯塚　萌奈さん （２１歳）
いいつか　　もえ な

　市内の保育園に勤務する飯塚萌奈さんは、昨年４月に就職し、現在１歳児を担当しています。春は進級の時
期。ひとつ上のクラスに上がると、園児たちもできること、やるべきことが増えてきます。「『自分でやりたい』と
いう気持ちを大切にしてあげたい」と話す萌奈さん。できないことは手助けをしながら、園児たちの成長をサ

ポートしています。
　保育士になるのは、萌奈さんが小学生のこ
ろからの夢でした。目標としていたのは、自分
が園児だったころ一番親しくしていた先生。
当時のことは、今でも胸に残っているそうで
す。その先生のように「思い出に残る先生に
なれたら嬉しいです」と思いを語ってください
ました。
　いつも笑顔でいることを心がけ、友達やほ
かの先生からも「笑顔がいいね」とよく言って
もらえるそうです。素敵な笑顔で子どもたちに
寄り添い、保護者の皆さんからも親近感を
持ってもらえる、そんな先生を目指しています。

　私たちの周りには多くのウイルスや細菌が存在しています。そのため、社員の方は、インフルエンザ等様々な
感染症に罹患します。社員の方が感染すると、同じ職場内で集団感染の恐れが生じます。時には取引先に影響
を与える可能性もあり、事業継続に与える影響ははかりしれません。
　日常的に感染対策を行い、職場のみなさんやその家族、お客様を守りましょう。

感染症に罹患する原因の多くは、手に付着したウイルスや細菌が物品を介して別の方の手に付
着し、目や鼻や口などから体内に入ることです。感染対策でもっとも重要な【石けんと流水を
使って手を洗い、手に付着したウイルスや細菌を洗い流す習慣】を身につけることが大切です。

咳やくしゃみのしぶきの中には、ウイルスや細菌が入っ
ています。他の人に感染させないために、咳エチケッ
トを徹底しましょう。特に、学校、職場、電車などの
人が多く集まる場所では気をつけましょう。

日本には、ワクチン接種で予防できる感染症が数多く
あります。ワクチン接種をすることで、重症化予防ま
たは発症を防ぐことができます。

『日常的に感染症対策を行いましょう』

お問い合わせ先 出雲保健所　衛生指導課　TEL 21－1185

感染対策その１

感染対策その２

感染対策その３

<咳エチケット>
　咳症状がある方は、
　　①マスクをつける
　　②ティッシュやハンカチで口を覆う
　　③上着の袖や内側で口を覆う

『手洗いの徹底』

『咳エチケット』

『ワクチン接種』

１ 予防対策
　（予防接種、手指衛生などの感染者を極力減らす対策）
２ 危機管理体制の整備
　（集団発生時の対応、業務への影響を最小限とする対策）

感染対策
の

ポイント

集団発生が起こったときに慌てないよう、
事前に対応を整備しておくことは企業の
運営において大切な取り組みです。

●
牛
乳
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
カ
ル
シ

ウ
ム
を
補
う
た
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
で
す
ね
!!
生
産
者
の
方
の
心
が
け
や
努

力
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
お
い
し
い
レ
シ

ピ
も
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
が
お

い
し
そ
う
で
子
ど
も
も
喜
び
そ
う
で
す
！

ま
た
作
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
東
福
町
　
Ｉ
・
Ｍ
さ
ん
）

J
A
…
３
月
号
で
は
牛
乳
を
特
集
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
！
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
チ
ー

ズ
ケ
ー
キ
は
濃
厚
で
満
足
感
が
あ
り
お
ス

ス
メ
で
す
。
ぜ
ひ
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い

ま
せ
。

●
Ｊ
Ａ

－

Ｓ
Ｓ
へ
の
自
家
発
電
機
設
置
の

記
事
を
読
み
ま
し
た
。
災
害
時
の
備
え
と

し
て
、
と
て
も
心
強
く
思
い
ま
し
た
。
普

段
は
要
ら
な
い
し
、
使
う
と
き
が
あ
る
か

ど
う
か
も
分
か
ら
な
い
も
の
を
用
意
す
る

決
断
を
さ
れ
た
こ
と
、
す
ば
ら
し
い
と
思

い
ま
す
。
使
う
こ
と
の
な
い
こ
と
を
祈
り

ま
す
。

（
矢
野
町
　
Ｋ
・
Ａ
さ
ん
）

J
A
…
使
う
機
会
が
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
が
、
万
一
の
時
の
た
め
、
災
害
時
に
地

域
の
燃
料
供
給
の
拠
点
と
な
る
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
と
し
て
、
ご
承
知
お
き
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●
３
月
２
日
か
ら
私
の
大
好
き
な
ア
ス
パ

●
新
年
度
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。「
Ｊ
Ａ
し

ま
ね
び
よ
り
」
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
る

と
の
こ
と
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
私

は
毎
月
、
農
産
物
の
生
産
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
る
方
の
記
事
を
、
消
費
者
の
立
場

か
ら
感
謝
し
な
が
ら
読
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
他
、
健
康
散
歩
、
食
材
の
レ
シ
ピ
、
俳

句
等
が
好
き
で
す
。
野
々
村
先
生
の
野
球

監
督
と
し
て
の
活
躍
に
も
期
待
し
て
い
ま

す
。

（
大
社
町
　
Ｈ
・
Ｆ
さ
ん
）

J
A
…
日
頃
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
！
今
月
号
か
ら
、
表
紙
を

は
じ
め
、
誌
面
を
大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

い
た
し
ま
し
た
が
、
い
か
が
で
し
た
で

し
ょ
う
か
。
引
き
続
き
よ
り
よ
い
誌
面
づ

く
り
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
感

想
等
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
表
紙
に
は

こ
れ
ま
で
多
く
の
反
響
が
あ
り
、
野
々
村

先
生
に
は
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ラ
ガ
ス
の
出
荷
が
始
ま
っ
た
と
か
。
店
頭

に
並
ぶ
の
が
楽
し
み
と
思
っ
て
い
た
ら
、

あ
り
ま
し
た
!!
さ
っ
そ
く
買
っ
て
帰
り
ま

し
た
よ
。
今
日
は
ベ
ー
コ
ン
巻
き
に
し
よ

う
か
な
。

（
乙
立
町
　
Ｓ
・
Ｙ
さ
ん
）

J
A
…
地
元
産
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
見
か

け
る
と
春
を
感
じ
ま
す
ね
！
ベ
ー
コ
ン
巻

き
お
い
し
そ
う
で
す
。
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は

見
た
目
も
楽
し
く
、
食
卓
に
あ
る
と
華
や

か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が

世
界
中
で
続
い
て
い
ま
す
。Ｊ
Ａ
で
も
ハ

ム
作
り
や
豆
腐
作
り
が
中
止
に
な
り
残
念

で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
ど
う
な
り
ま
す

こ
と
や
ら
、
心
配
は
続
き
ま
す
。

（
高
松
町
Ｙ
・
Ｓ
さ
ん
）

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

り
、
外
出
を
避
け
て
家
の
中
に
い
る
と
ス

ト
レ
ス
が
溜
ま
り
ま
す
。「
ス
ト
レ
ス
と
睡

眠
」
が
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
元

気
に
暮
ら
し
た
い
で
す
ネ
。

（
松
寄
下
町
　
Ｔ
・
Ｋ
さ
ん
）

J
A
…
自
分
や
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本

中
、
世
界
中
の
こ
と
を
考
え
て
行
動
し
な

け
れ
ば
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。
先
月

号
の
健
康
散
歩
で
は
「
ス
ト
レ
ス
と
睡
眠
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
不
安

や
閉
塞
感
で
ス
ト
レ
ス
も
溜
ま
り
や
す
い

情
勢
で
す
が
、
睡
眠
の
と
り
方
な
ど
で
少

し
で
も
緩
和
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

●
厳
し
い
審
査
で
「
東
京
２
０
２
０
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
ラ
ン
ナ
ー
」
に
選

ば
れ
ま
し
た
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
延
期
と

と
も
に
聖
火
リ
レ
ー
も
延
期
と
な
り
ま
し

た
。
５
月
16
日
に
江
津
市
を
走
る
予
定
で

し
た
。
当
日
は
、
出
雲
市
民
の
代
表
の
一

人
と
し
て
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発

揮
で
き
る
よ
う
に
、
体
調
管
理
に
努
め
て

い
ま
し
た
が
、
幻
の
聖
火
リ
レ
ー
ラ
ン

ナ
ー
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
現
状
を
理
解
・
納
得
で
き
ま
す
が
、

や
っ
ぱ
り
悔
し
い
で
す
。
残
念
で
な
り
ま

せ
ん
。
来
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
無
事
開
催

さ
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

（
渡
橋
町
　
Ｉ
・
Ｔ
さ
ん
）

J
A
…
残
念
な
思
い
を
さ
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
選
ば
れ
、
代
表
と
し
て
の
意

識
を
持
っ
て
臨
ん
で
こ
ら
れ
た
こ
と
に
は

ぜ
ひ
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
い
と
思
い
、
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
日
々
深
刻
な
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
い
ま

す
が
、
一
日
も
早
く
終
息
し
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
日
常
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

健康ライフかわら版健康ライフかわら版

〒693-8585
出雲市今市町106番地1
JAしまね出雲地区本部内
「広報誌JAしまねびより」編集係 宛

あ
て
先

izumokouhou.izm@ja-shimane.gr.jp
メールでの投稿も大歓迎！

読者のみなさんからの投稿コーナーです。
最近あった「楽しかったこと」「最近思うこ
と」「感動したこと」…ぜひお聞かせくださ
い。写真や絵手紙・イラストも大募集！！
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みんなの広場みんなの広場

いつも笑顔をたいせつに

輝
け！
いずもスマイル

出雲市矢尾町

飯塚　萌奈さん （２１歳）
いいつか　　もえ な

　市内の保育園に勤務する飯塚萌奈さんは、昨年４月に就職し、現在１歳児を担当しています。春は進級の時
期。ひとつ上のクラスに上がると、園児たちもできること、やるべきことが増えてきます。「『自分でやりたい』と
いう気持ちを大切にしてあげたい」と話す萌奈さん。できないことは手助けをしながら、園児たちの成長をサ

ポートしています。
　保育士になるのは、萌奈さんが小学生のこ
ろからの夢でした。目標としていたのは、自分
が園児だったころ一番親しくしていた先生。
当時のことは、今でも胸に残っているそうで
す。その先生のように「思い出に残る先生に
なれたら嬉しいです」と思いを語ってください
ました。
　いつも笑顔でいることを心がけ、友達やほ
かの先生からも「笑顔がいいね」とよく言って
もらえるそうです。素敵な笑顔で子どもたちに
寄り添い、保護者の皆さんからも親近感を
持ってもらえる、そんな先生を目指しています。

　私たちの周りには多くのウイルスや細菌が存在しています。そのため、社員の方は、インフルエンザ等様々な
感染症に罹患します。社員の方が感染すると、同じ職場内で集団感染の恐れが生じます。時には取引先に影響
を与える可能性もあり、事業継続に与える影響ははかりしれません。
　日常的に感染対策を行い、職場のみなさんやその家族、お客様を守りましょう。

感染症に罹患する原因の多くは、手に付着したウイルスや細菌が物品を介して別の方の手に付
着し、目や鼻や口などから体内に入ることです。感染対策でもっとも重要な【石けんと流水を
使って手を洗い、手に付着したウイルスや細菌を洗い流す習慣】を身につけることが大切です。

咳やくしゃみのしぶきの中には、ウイルスや細菌が入っ
ています。他の人に感染させないために、咳エチケッ
トを徹底しましょう。特に、学校、職場、電車などの
人が多く集まる場所では気をつけましょう。

日本には、ワクチン接種で予防できる感染症が数多く
あります。ワクチン接種をすることで、重症化予防ま
たは発症を防ぐことができます。

『日常的に感染症対策を行いましょう』

お問い合わせ先 出雲保健所　衛生指導課　TEL 21－1185

感染対策その１

感染対策その２

感染対策その３

<咳エチケット>
　咳症状がある方は、
　　①マスクをつける
　　②ティッシュやハンカチで口を覆う
　　③上着の袖や内側で口を覆う

『手洗いの徹底』

『咳エチケット』

『ワクチン接種』

１ 予防対策
　（予防接種、手指衛生などの感染者を極力減らす対策）
２ 危機管理体制の整備
　（集団発生時の対応、業務への影響を最小限とする対策）

感染対策
の

ポイント

集団発生が起こったときに慌てないよう、
事前に対応を整備しておくことは企業の
運営において大切な取り組みです。

●
牛
乳
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
カ
ル
シ

ウ
ム
を
補
う
た
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
で
す
ね
!!
生
産
者
の
方
の
心
が
け
や
努

力
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
お
い
し
い
レ
シ

ピ
も
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
が
お

い
し
そ
う
で
子
ど
も
も
喜
び
そ
う
で
す
！

ま
た
作
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
東
福
町
　
Ｉ
・
Ｍ
さ
ん
）

J
A
…
３
月
号
で
は
牛
乳
を
特
集
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
！
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
チ
ー

ズ
ケ
ー
キ
は
濃
厚
で
満
足
感
が
あ
り
お
ス

ス
メ
で
す
。
ぜ
ひ
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い

ま
せ
。

●
Ｊ
Ａ

－
Ｓ
Ｓ
へ
の
自
家
発
電
機
設
置
の

記
事
を
読
み
ま
し
た
。
災
害
時
の
備
え
と

し
て
、
と
て
も
心
強
く
思
い
ま
し
た
。
普

段
は
要
ら
な
い
し
、
使
う
と
き
が
あ
る
か

ど
う
か
も
分
か
ら
な
い
も
の
を
用
意
す
る

決
断
を
さ
れ
た
こ
と
、
す
ば
ら
し
い
と
思

い
ま
す
。
使
う
こ
と
の
な
い
こ
と
を
祈
り

ま
す
。

（
矢
野
町
　
Ｋ
・
Ａ
さ
ん
）

J
A
…
使
う
機
会
が
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
が
、
万
一
の
時
の
た
め
、
災
害
時
に
地

域
の
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料
供
給
の
拠
点
と
な
る
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
と
し
て
、
ご
承
知
お
き
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●
３
月
２
日
か
ら
私
の
大
好
き
な
ア
ス
パ

●
新
年
度
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。「
Ｊ
Ａ
し

ま
ね
び
よ
り
」
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
る

と
の
こ
と
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
私

は
毎
月
、
農
産
物
の
生
産
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
る
方
の
記
事
を
、
消
費
者
の
立
場

か
ら
感
謝
し
な
が
ら
読
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
他
、
健
康
散
歩
、
食
材
の
レ
シ
ピ
、
俳

句
等
が
好
き
で
す
。
野
々
村
先
生
の
野
球

監
督
と
し
て
の
活
躍
に
も
期
待
し
て
い
ま

す
。

（
大
社
町
　
Ｈ
・
Ｆ
さ
ん
）

J
A
…
日
頃
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
！
今
月
号
か
ら
、
表
紙
を

は
じ
め
、
誌
面
を
大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

い
た
し
ま
し
た
が
、
い
か
が
で
し
た
で

し
ょ
う
か
。
引
き
続
き
よ
り
よ
い
誌
面
づ

く
り
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
感

想
等
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
表
紙
に
は

こ
れ
ま
で
多
く
の
反
響
が
あ
り
、
野
々
村

先
生
に
は
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ラ
ガ
ス
の
出
荷
が
始
ま
っ
た
と
か
。
店
頭

に
並
ぶ
の
が
楽
し
み
と
思
っ
て
い
た
ら
、

あ
り
ま
し
た
!!
さ
っ
そ
く
買
っ
て
帰
り
ま

し
た
よ
。
今
日
は
ベ
ー
コ
ン
巻
き
に
し
よ

う
か
な
。

（
乙
立
町
　
Ｓ
・
Ｙ
さ
ん
）

J
A
…
地
元
産
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
見
か

け
る
と
春
を
感
じ
ま
す
ね
！
ベ
ー
コ
ン
巻

き
お
い
し
そ
う
で
す
。
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は

見
た
目
も
楽
し
く
、
食
卓
に
あ
る
と
華
や

か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が

世
界
中
で
続
い
て
い
ま
す
。Ｊ
Ａ
で
も
ハ

ム
作
り
や
豆
腐
作
り
が
中
止
に
な
り
残
念

で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
ど
う
な
り
ま
す

こ
と
や
ら
、
心
配
は
続
き
ま
す
。

（
高
松
町
Ｙ
・
Ｓ
さ
ん
）

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

り
、
外
出
を
避
け
て
家
の
中
に
い
る
と
ス

ト
レ
ス
が
溜
ま
り
ま
す
。「
ス
ト
レ
ス
と
睡

眠
」
が
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
元

気
に
暮
ら
し
た
い
で
す
ネ
。

（
松
寄
下
町
　
Ｔ
・
Ｋ
さ
ん
）

J
A
…
自
分
や
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本

中
、
世
界
中
の
こ
と
を
考
え
て
行
動
し
な

け
れ
ば
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。
先
月

号
の
健
康
散
歩
で
は
「
ス
ト
レ
ス
と
睡
眠
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
不
安

や
閉
塞
感
で
ス
ト
レ
ス
も
溜
ま
り
や
す
い

情
勢
で
す
が
、
睡
眠
の
と
り
方
な
ど
で
少

し
で
も
緩
和
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

●
厳
し
い
審
査
で
「
東
京
２
０
２
０
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
ラ
ン
ナ
ー
」
に
選

ば
れ
ま
し
た
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
延
期
と

と
も
に
聖
火
リ
レ
ー
も
延
期
と
な
り
ま
し

た
。
５
月
16
日
に
江
津
市
を
走
る
予
定
で

し
た
。
当
日
は
、
出
雲
市
民
の
代
表
の
一

人
と
し
て
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発

揮
で
き
る
よ
う
に
、
体
調
管
理
に
努
め
て

い
ま
し
た
が
、
幻
の
聖
火
リ
レ
ー
ラ
ン

ナ
ー
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
現
状
を
理
解
・
納
得
で
き
ま
す
が
、

や
っ
ぱ
り
悔
し
い
で
す
。
残
念
で
な
り
ま

せ
ん
。
来
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
無
事
開
催

さ
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

（
渡
橋
町
　
Ｉ
・
Ｔ
さ
ん
）

J
A
…
残
念
な
思
い
を
さ
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
選
ば
れ
、
代
表
と
し
て
の
意

識
を
持
っ
て
臨
ん
で
こ
ら
れ
た
こ
と
に
は

ぜ
ひ
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
い
と
思
い
、
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
日
々
深
刻
な
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
い
ま

す
が
、
一
日
も
早
く
終
息
し
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
日
常
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

健康ライフかわら版健康ライフかわら版

〒693-8585
出雲市今市町106番地1
JAしまね出雲地区本部内
「広報誌JAしまねびより」編集係 宛

あ
て
先

izumokouhou.izm@ja-shimane.gr.jp
メールでの投稿も大歓迎！

読者のみなさんからの投稿コーナーです。
最近あった「楽しかったこと」「最近思うこ
と」「感動したこと」…ぜひお聞かせくださ
い。写真や絵手紙・イラストも大募集！！
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